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第 3学年 8組国語科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　36　名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　井上　春菜 

１　単元名　「初恋」島崎　藤村（中学国語 3 教育出版） 
 
２　単元について 
（１）教材観 
本教材は，中学校の教科書の中では数少ない文語で書かれた詩である。教材の多くが口語で書かれている

ため、この教材は文語に触れる機会として非常に重要である。また、本教材は七五調の定型詩であるため、

リズム良く読むことができる。音読を通して定型詩独特のリズムを体感できる。 
リズム良く音読の回数を重ねたのちに、その意味を考えること、短い言葉に込められた情景や心情を感じ

取ること、単純な言葉の一つひとつを捉え、そこから登場人物の心情や位置関係すらも把握することが必要

になる。さらに、「初恋」という身近なテーマは生徒にとって非常に親しみやすいと考えられる。生徒の思い

と詩で描かれている思いを比較することもできる。そうすることで，本文の表面的な読みだけではなく、自

分たちの思いや経験と比較することで、詩の読みを深化させることができるであろう。 
 
（２）生徒観 
本学級の生徒は、今までに「河童と蛙」、「虹の足」などの詩を学習してきたが、今回のような文語で書か

れた詩は初めてである。文語ということで苦手意識を持つことが予測される。 
また，情緒豊かな内容を、深く読み味わうことも得意ではない。表記されていることには目が向くが、そ

こに秘められている深い思いを捉えることを苦手としている。 
しかしながら、「初恋」という身近なタイトルから、興味を持って授業に臨める生徒も多いのではないかと

考えられる。生徒がその興味をいかに持続しながら授業に臨んでいけるかが課題である。 
 
（３）指導観 
　　中学 3年生の秋に行う単元なので、高校受験を意識している。意味の分からない古語が含まれていても、
初めて読む題材を解釈する力を育成するため、インターネットや古語辞典の使用をせずに、自分たちで詩全

体を解釈して考える活動を取り入れている。また、グループの答えが出たあと、なぜそう思ったのかの理由

や根拠を明確にさせることで、意見を深めさせたい。 
さらに、二人の距離感や二人の心情を具体的に本文の言葉一つひとつから考えさせることで，深く読み味

わうことを心がけさせるようにしたい。班活動を取り入れることによって、各自の読みでは捉えることがで

きなかった読みができるよう指導していく。 
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３　研究主題との関わり 
 
 

ICT活用場面１ 
 
 
 

生徒の興味関心が沸くような本時の学習事項に関わる教材を提示し、本時の学習への意欲付けを

し、学習課題を確認する。 
ICT活用場面 2・3 

 
 
 
　　　　　タブレット端末上で意見の伝達・共有を行うことで、遠隔でジクソー学習を行うことができる。重

要な箇所を説明する際には、その部分を拡大しながら説明したり、タッチペンでアンダーラインを引

いたりなど、生徒自身が工夫して操作するようにする。 
 
 
 
 
４　単元の指導計画と評価 
（１）単元の目標 
　〇文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。〈知識及び技能〉【(1)ウ】 
〇「読むこと」において、文章の構成や論理の展開、表現の仕方などを評価することができる。 
　〈思考・判断・表現〉【C(1)ウ】 
〇言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、思いや

考えを伝え合おうとする。〈学びに向かう力、人間性等〉 
 

（２）単元の評価規準 

 
 
 
 
 
 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 ・文章の種類とその特徴について

理解を深めている。【(1)ウ】 
 

・「読むこと」において、文章の構

成や論理の展開、表現の仕方など

を評価している。【C(1)ウ】

粘り強く文章の種類や構成につい

て理解し、詩に込められた作者の

思いについて考えたことを説明し

ようとしている。

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

参考資料や既習事項を大型モニターに提示し、生徒の学習意欲を喚起する。(A1)

ホワイトボードアプリで意見の共有・集約をする。(C2)
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（３）単元の指導と評価の計画(全 2時間扱い) 

 
 
 
５　本時の指導計画（本時２／２時間） 
（１）本時のねらい 
・「読むこと」において、文章の構成や論理の展開、表現の仕方などを評価している。〈思考・判断・

表現〉【C(1)ウ】 
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、

思いや考えを伝え合おうとする。〈学びに向かう力、人間性等〉 
（２）本時の展開 

 時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価

 １ 〇学習のねらいや進め方をつかみ、学

習の見通しをもつ。 
〇詩の表現について学習する。 
〇表現上の工夫や特徴を捉えたうえ

で、音読する。 
〇詩を読み、構成を簡潔に学習する。 
 

〇表現の効果 
〇表現の仕方・工夫 
〇詩の展開・構成

〇既習事項について確認する。 
〇詩の登場人物や構成を捉えさせ、次

時へ繋げる。 
 

 ２ 
本 
時

〇詩を読み、。 
〇詩の構成をもとに、「初恋」は成就

したかを考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇内容の解釈 
〇表現や描写と心情

の結びつけ 
〇描写を根拠にした

読み方

 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　　●評価基準【観点】
 導

入 
５ 
分

(1)前時までの学習を振り返り、本時の
課題・流れを確認する。 
 
 
 

◇ICT活用場面１ 
 
 
 

課題　　詩の構成をもとに、「初恋」は実ったか、実っていないかを考える

参考資料や既習事項を大型モニターに提示し、生徒の学習

意欲を喚起する。(A1) 

【知識・技能】 
ワークシート 
・ここでは、既習事項を基に詩の表現技法

や特徴が理解できているか確認する。

【思考・判断・表現】 
ワークシート・タブレット 
・ここでは、詩の表現から情景を想起し、

心情を考え、自分の言葉でまとめられてい

るかを確認する。

【主体的に学習に取り組む態度】 
ワークシート・観察 
・ここでは、課題解決に向けてグループの

生徒と積極的に話し合い、話し合う中で気

づいたことをワークシートに加筆してい

るかを確認する。
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 展

開 
４

０ 
分

(2)四人グループを作り、一連につき一
人担当を決める。（３分） 

 
(3)担当の連の口語訳を考え、タブレッ
ト(ホワイトボードアプリ)に打ち込
む。（７分） 

 
 
(4)同じ担当者の意見を参考にしなが
ら、個人で口語訳をまとめる。（５分） 

 
 
 
 
 
 
(5)四人グループで、各連の口語訳を発
表し、共有する。（５分） 

 
(6)四人グループで、詩全体を読み解
き、「初恋は実った」「初恋は実らなか

った」のどちらかを選択する。 （１
０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
(7)各グループの意見を共有し、課題の
答えを提示する。（１０分）

 
 
 
◇ICT活用場面２ 
 
 
〇ウェブ検索や、辞典は使わず、自分の考え、学び合いで解釈

するように説明する。 
〇机間指導をし、まとめられない生徒に助言する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ICT活用場面３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 終

末 
5 
分

(8)本時のまとめをする　 
 
(9)学習の振り返りをする

〇授業内で気づいたこと、新たに分かったこと、疑問点などを

記入させる。

ホワイトボードアプリに意見を打ち込み共有する。(C2)

班ごとにホワイトボードアプリで意見の共有・集約をす

る。(C2) 

●評価基準【思考・判断・表現】 
ワークシート・タブレット 
・ここでは、詩の表現から情景を想起し、心情を考え、自分の言葉で

まとめられているかを確認する。 
（「努力を要する」状況（C）への手立て） 
・参考にする意見を一緒に選択し、口語訳の書き方を支援する。

【主体的に学習に取り組む態度】 
ワークシート・観察 
・ここでは、課題解決に向けてグループの生徒と積極的に話し合い、

話し合う中で気づいたことをワークシートに加筆しているかを確

認する。 
（「努力を要する」状況（C）への手立て） 
・検討する内容を整理させ、なぜそう考えるか明確にさせる。



第２学年１組社会科学習指導案 

 

期　日　令和６年１１月７日（木）５校時 

生徒数　３７名　　　　　　　　　　　　 

授業者　教諭　奥山　真衣　　　　　　　 

 

１　単元名　２節　欧米の進出と日本の開国（第５章　開国と近代日本の歩み） 

 

２　単元について 

（１）教材観 

　　本単元は、中学校学習指導要領歴史的分野の内容（１）「近代の日本と世界」の中項目 C「近現

代の日本と世界」の小項目（ア）「欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き」を扱う。 

　　ここでは、①欧米諸国における産業革命や市民革命、アジア諸国の動きなどを基に、欧米諸国

が近代社会を成立させてアジアへ進出したこと②工業化の進展と政治や社会の変化③近代化が

もたらした文化への影響④世界の動きと我が国との関連、などについて理解し、事象を相互に関

連付けるなどして、近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現することを主なね

らいとしている。 

そこで「欧米とアジアの関係が変化する中、なぜ江戸幕府は滅んだのだろうか。」という単元を

貫く課題を設定し、欧米諸国における近代国家の成立の様子、欧米諸国のアジア進出という視点

からその影響を日本がどう受けたのかを多面的・多角的に追究していく。 

（２）生徒観 

　　本学級は、積極的に挙手をして発言するなど、意欲的に授業に取り組む生徒が多い。しかしな

がら問題文が何を聞いているのかについては読み取れるものの、それを自分の言葉でどのように

表現すればよいのか分からない生徒が少なくないことが、本学級の現状である。 

（３）指導観 

　　今年度は学年の社会科担当２人で、奇数クラスと偶数クラスを入れ替わりながら全クラスを担

当している。また、毎単元出している単元を貫く課題に対するレポートではルーブリック評価を

取り入れている。生徒と評価基準を共有し、評価を可視化することで生徒のモチベーション向上

に努めるとともに、何がどのように評価されたのかをクリアにしている。 

　　今回の単元を貫く課題を「欧米とアジアの関係が変化する中、なぜ江戸幕府は滅んだのだろう

か。」と設定し、本単元における全体の学習を通して、開国までに至る江戸幕府の対応とその影響

について、生徒自身の言葉で表現させたい。深い学びにつなげるためには、まずは主体的に学ぶ

姿勢を引き出すことが不可欠であると考える。 

そこで本時の授業では「開国によって、日本の社会はどのような影響を受けたのか考えよう。」

という課題に対して、知識構成型ジグソー法の手法を参考に複数の資料を用意し、それを用いて

課題解決を図っていく。視点を①貿易の開始②幕府③反幕府の３点に絞り、そこから本時の課題

を捉えさせ、開国による影響について考えを深めさせたい。 

まず、課題に対する意見を生徒一人一人に考えさせる。次にエキスパート活動では、資料の読

み取りや考察をさせる。資料の読み取りや考察を苦手とする生徒に対しては机間指導を行い、ヒ

ントの提示やアドバイスをしながら支援していく。ジグソー活動では、エキスパート活動で得た

情報を自分の言葉で発表し合い、意見を共有させ、課題に対する考えを自分の言葉で表現させる。



クロストークでは何名かの生徒に課題に対する考えを発表させる。多面的・多角的な考察から得

られた成果を、他者の発表を聞くことによって、生徒自身に自分の考えの変容や深まりを実感さ

せる。 

 

３　研究主題との関わり 

  
 

ＩＣＴ活用場面１ 
 

 

 

　学習課題・資料の提示を、拡大等を活用して分かりやすく説明することにより、生徒の興味・関

心を高めることができる。 

ＩＣＴ活用場面２ 
 

 

 

　かつては印刷した資料を活用してジグソー学習を行っていた。しかし、タブレット端末上で資料

の伝達・共有を行うことで、学校ＩＣＴを活用したプレゼンテーション能力の向上や資料活用能力

の向上につながる。重要な箇所を説明する際には、その部分を拡大しながら説明したり、タッチペ

ンでアンダーラインを引いたりなど、生徒自身が工夫して操作するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＩＣＴ活用場面３ 
 

 

 

　代表生徒の考えを学級全体で一斉に提示することにより、課題解決に必要な情報を効果的・効率

的に共有することができる。また、発表を通した新たな表現や考えへの気付きにもつながる。 

 

研究主題　学校ＩＣＴを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとプレゼンテーションソフトで学習課題・資料を提示し、生徒の学習意欲

を喚起する。（Ａ１）

クラウド上に保存した資料を、それぞれがタブレット端末を活用して他者に情報伝達・情

報共有をすることで、生徒同士のコミュニケーションを活発にする。（Ｃ２）

① あらかじめ、クラウド上に資料を入れておく。（資料の一例）

②同じ資料を担当した者同士の 
グループで情報共有。 
（エキスパート活動）

③タブレット端末を活用して、他者に自分の担当した 
資料について説明、情報共有。 
（ジグソー活動）

代表生徒の学習課題に対する自分の考えをコミュニケーションアプリを用いて学級全体に

投稿して共有することで、生徒に自分自身の考えの変容や深まりを実感させる。（Ｃ１）



４　単元の指導計画と評価 

（１）単元の目標 

・欧米諸国における産業革命や市民革命、アジア諸国の動きなどを基に、欧米諸国が近代社会を成

立させてアジアへ進出したことを理解する。【知識及び技能】 

・欧米諸国の市場や原料供給地を求めたアジアへの進出が、日本の政治や社会に与えた影響につい

て、資料の読み取りや協働的な学習を通して考察し、それを自分の言葉で表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・欧米諸国とアジア諸国との関係変化について、開国とその影響を現代の政治とのつながりを視野

に関連付けながら主体的に社会に関わろうとする。【学びに向かう力、人間性等】 

（２）単元の評価規準 

（３）単元の指導と評価計画 

（●「学習改善につなげる評価」　〇評定に用いる評価） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 ・欧米諸国における産業革命

や市民革命、アジア諸国の

動きなどを基に、欧米諸国

が近代社会を成立させてア

ジアへ進出したことを理解

している。

・欧米諸国の市場や原料供給

地を求めたアジアへの進出

が、日本の政治や社会に与

えた影響について、資料の

読み取りや協働的な学習を

通して考察し、それを自分

の言葉で表現している。

・単元の学習をもとに、市民革

命について、政治体制の変

化や現代の政治とのつなが

りを視野に関連付けながら

主体的に社会に関わろうと

している。

 
次 学習活動等

評価の観点
評価規準（評価方法）

 知 思 態

 

１

 

 

 

・これまでの学習や小学校の学習を踏ま

え、単元を貫く課題に対して考察し、「学

びの軌跡」に記入する。 

 

 

 

 

 

第１時の課題 

「欧米諸国の来航は、アジアにどのような

影響を与えたのか考えよう。」 

・ヨーロッパはアジアに対して軍事力が

優勢になり、戦争によって相手を従わ

せ、支配することが可能になったことに

ついて資料を活用して考察する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●

 

 

 

● 

 

 

 

 

●小学校での学習などを基

に、単元を貫く課題に対す

る学習の見通しを立て、学

習を通して明らかにしよう

としている。（学びの軌跡） 

 

 

 

 

 

 

●第１時の課題について、欧

米諸国の来航の影響につい

て考察したことを適切に表

現している。（学びの軌跡）

【ねらい】欧米諸国とアジア諸国の関係変化を基に、開国とその影響について多面的・

多角的に考察させる。

【単元を貫く課題】 

「欧米とアジアの関係が変化する中、なぜ江戸幕府は滅んだのだろうか。」



 

２

第２時の課題 

「江戸幕府は開国し、欧米諸国とどのよう

な外交関係を結んだのか読み取ろう。」 

・幕府の対応を通して、日本が開国するま

での経緯を複数の資料から読み取り、ま

とめる。

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第２時の課題について、日

本の開国までの経緯につい

て読み取ったことを適切に

まとめている。（学びの軌跡）

 

３
（
本
時
）

第３時の課題 

「開国によって、日本の社会はどのような

影響を受けたのか考えよう。」 

・知識構成型ジグソー法の手法を使い、①

貿易の開始②幕府③反幕府の３つの観

点から開国の影響を活用して考察する。

 

 

 

〇

 

 

 

 

 

 

 

 

●

 

 

 

〇学習課題について、資料の

読み取りや協働的な学習を

通して考察し、その過程や

結果を適切に自分の言葉で

表現している。（ノート） 

●単元での学習をもとに、日

本の開国による国内の影響

から、よりよい社会の実現

を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究してい

る。（学びの軌跡）

 

４

第４時の課題 

「開国によって、日本の社会はどのような

影響を受けたのかまとめよう。」 

・経済的影響や江戸幕府への不満など、開

国による国内の混乱について整理して

まとめる。

 

 

 

●

 

 

 

●第４時の課題について、日

本の開国までの経緯につい

て整理して適切にまとめて

いる。（学びの軌跡）

 

５

第５時の課題 

「長州藩と薩摩藩は、どのように討幕運動

を進めたのかまとめよう。」 

・開国後の幕府政策の転換を複数の資料

から読み取り、討幕運動とその後の幕府

の動きについて整理してまとめる。 

 

 

・欧米諸国とアジア諸国との関係変化、開

国とその影響について振り返り、社会や

経済が影響を受けたきっかけに着目し

て、江戸幕府が滅んだ原因について自分

の考えを「学びの軌跡」にまとめる。

 

 

 

●

 

 

 

 

 

 

 

 

〇

 

 

 

●第５時の課題について、開

国後の幕府政策の転換、討

幕運動と幕府の動きについ

て整理して適切にまとめて

いる。（学びの軌跡） 

〇単元を貫く課題について、

習得した知識を活用して、

多面的・多角的に考察して、

表現している。（学びの軌跡）



ルーブリック（単元を貫く課題） 

５　本時の指導計画 

（１）本時の目標 

・「開国によって、日本の社会はどのような影響を受けたのか」について、資料の読み取りや協働的

な学習を通して多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に自分の言葉で表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・単元での学習をもとに、日本の開国による国内の影響から、よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

（２）本時の展開 

 評価項目規準 Ａ Ｂ Ｃ

 「欧米とアジアの関係が

変化する中、なぜ江戸幕府

は滅んだのだろうか。」に

ついて、習得した知識を活

用して、多面的・多角的に

考察して、表現している

か。 

（思考・判断・表現）

欧米とアジアの関係変化

による幕府の政治や経済

が大きな影響を受けたき

っかけについて触れなが

ら、それにより人々の生活

や考えはどう変化したの

かを結び付けて多面的に

考察して書かれている。

欧米とアジアの関係変化

による幕府の政治や経済

が大きな影響を受けたき

っかけについて書かれて

いる。

課題に正対していない。 

記述内容が不十分。

 

時 学習内容・学習活動

・指導上の留意点　◇ＩＣＴ活用場面　 

●「学習改善につなげる評価」【観点】 

〇評定に用いる評価【観点】

 

導
入
（
５
分
）

１　前時の学習の確認をする。 

・「開国によって、日本の社会はどの

ような影響を受けたのか」という学

習課題に対して、前時に記入した自

分の考えを確認する。 

 

 

 

・本時の課題を確認させる。 

◇ＩＣＴ活用場面１

 

展
開
（
４
０
分
）

２　エキスパート活動 

・①貿易の開始②幕府③反幕府の３種

類の資料のうちの１つを受け取り、

読み取れることや分かることをプリ

ントに記入する。（４分） 

 

・５、６人組のグループごとに、各自

のエキスパート活動の内容について

意見を交換・共有し合い、活動をさ

らに深める。（３分）

 

・各個人にエキスパートとしての責任をもたせる。 

・資料の読み取りや考察を苦手とする生徒に対し

ては机間指導を行い、ヒントの提示やアドバイ

スをしながら支援していく。 

 

・他の人が発表した内容と異なる視点からや、付

け足しになるように意見を発表させる。 

 

 

本時の課題：開国によって、日本の社会はどのような影響を受けたのか考えよう。

大型モニターとプレゼンテーションソフトで学習課題・

資料を提示し、生徒の学習意欲を喚起する。（Ａ１）



 ３　ジグソー活動（３、４人グループ） 

・エキスパート活動での情報を発表

し、意見の共有を行い、それをプリ

ントに記入する。（８分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ジグソー活動を通して、分かったこ

とや課題に対する考えをまとめる。 

（１５分） 

 

ＩＣＴ活用場面２ 

 

 

 

 

・重要な箇所を説明する際には、その部分を拡

大しながら説明したり、タッチペンでアンダ

ーラインを引いたりなど、他者に伝わりやす

いような発表をさせる。 

・資料を写すのではなく、他者の発表を聞い

て、それを自分の言葉で記入するように指導

する。 

・８０字以上１００字以内でまとめられるよう

に、一文は短く、接続詞でつなげる。最後は、

「つまり～」の形で本時の課題に正対するよう

に書かせる。 

〇学習課題について、資料の読み取りや協働的

な学習を通して多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に自分の言葉で表現す

る。【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４　クロストーク 

・ジグソー活動を通して考えた学習課

題に対する答えを発表し、意見を全

体で共有する。（１０分）

 

ＩＣＴ活用場面３ 

 

 

 

 

クラウド上に保存した資料を、それぞれがタブレット

端末を活用して他者に情報伝達・情報共有をすること

で、生徒同士のコミュニケーションを活発にする。（Ｃ

２）

［評価規準　Ｃ→Ｂへの手立て］ 

単語や箇条書きなど、分かったことをプリント

に記入するように促す。 

［評価規準　Ｂ→Ａへの手立て］ 

開国が原因で起こった国内の問題点を捉えさ

る。それによって日本国内がどういう状態に陥

ってしまったのかを端的にまとめさせる。

Ａ評価の例（１００字） 

日本は物価上昇し混乱。反幕府、尊王攘夷運動も加速したが、幕府は厳しい処罰。そ

の結果反発が激化し、幕府は権威失墜したため政策転換。 

つまり開国によって、日本の社会は物価上昇、幕府の信頼低下を引き起こした。

代表生徒の学習課題に対する自分の考えをコミュニケ

ーションアプリを用いて学級全体に投稿して共有する

ことで、生徒に自分自身の考えの変容や深まりを実感

させる。（Ｃ１）



（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終
末
（
５
分
）

５　次回の授業の説明を受ける。 

・「開国によって、日本の社会はどの

ような影響を受けたのか。」につい

て、ノートにまとめる作業を行う話

を聞く。 

・学びの軌跡を記入する。

 

・次回の授業についての補足をする。 

 

 

 

●単元での学習をもとに、日本の開国による国内

の影響から、よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】

ねらい 開国によって、日本の社会はどのような影響を受けたのか考えよう。



第２学年５組数学科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年　１１月　７日（木）５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子　１９名　女子　１８名　計３７名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　井上　雄介 

1.　単元名　「三角形と四角形」 
 
2. 単元について 
（1） 教材観 

第 1 学年では、図形の作図や移動を学習している。また、空間における直線や面の位置関係を知り、

空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものと捉えたり、平面上に表現したり読み取

ったりしている。さらに、おうぎ形の弧の長さと面積、基本的な柱体、錐体及び球の表面積と体積が求

められるようにしている。 
また、平行線や角の性質、多角形の内角と外角、図形の合同について観察や作図等の操作や実験など

の活動を通して、その推論の過程を他者に伝わるように表現する学習をしている。 
本単元では、平行線の性質や三角形の合同条件などを基にして、演繹的に推理することによって三角

形や平行四辺形の基本的な性質や条件について考察し、図形についての理解を深めるとともに、論理的

に確かめ表現する力を養う。 
 
（２）本時の研究主題との関わり 

 
 

ICT 活用場面１ 
 

 
　個人ごとに教材を Word で配布し、 
右記の長方形を自由に動かせるように 
する。幅を広げる、図形の大きさを変 
えるなど、iPad 上で思考の幅を広げる 
ことができると共に、試行錯誤しながら 
動かすことができるため、与えられた課 
題を直感的に考えることができる。 
 
ICT 活用場面２ 
 
 
　視覚的に他者へ伝わりやすくするために、 
パワーポイント等のプレゼンテーション用ソ 
フトを用いる。また、共有機能を使用しすべ 
ての班がどのように考えたのか見えるように 
することで、様々な見方・考え方を働かすこ 
とができる。 
　　　　 

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

Word を用いた図形の教材を用意し、生徒が直感的に考えられるようにする。（B３） 

パワーポイント等で、わかりやすくほかの班に伝えられるようにする。〈C１〉 



3. 単元の目標 
（1） 三角形や四角形の数学的な推論についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事

象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につける。 
（2） 数学的な推論の過程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考察し表現することができる。 
（3） 三角形や四角形について、数学的活動の楽しさや数学の良さを実感して粘り強く考え、数学を生活

や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身につ

ける。 
 
4. 単元の評価規準 

 
5. 指導と評価の計画 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 ① 証明の必要性と意味及びその方

法について理解している。 
② 定義や命題の仮定と結論、逆の

意味を理解している。 
③ 反例の意味を理解している。 
④ 正方形、ひし形、長方形が平行

四辺形の特別な形であることを

理解している。

① 三角形の合同条件などをもと

にして三角形や平行四辺形の

基本的な性質を論理的に確か

めることができる。 
② 証明を読んで新たな性質を見

いだし、表現することができ

る。 
③ 三角形や平行四辺形の基本的

な性質などを活用して具体的

な事象を考察し、表現するこ

とができる。 
④ ことがらが正しくないことを

証明するために、反例をあげ

ることができる。

① 証明の必要性と意味及びその

方法を考えようとしている。 
② 平面図形の性質や図形の合同

について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 
③ 平面図形の性質を活用した問

題解決の過程を振り返って検

討しようとしている。

 

時間 ねらい・学習活動

評価規準（評価方法） 
◇指導に生かす評価　○記録に残す評価

 
知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に取

り組む態度

 
○1  

（本時）

・２本の棒を重ねる活動を通し

て、図形の定義の意味を理解

することができる。

◇知① 
（行動観察）

 
2

・二等辺三角形の底角の性質を

証明することができる。

◇思① 
（行動観察）

 

3

・二等辺三角形の頂角の二等 

分線の性質を見いだすことが

できる。また、正三角形の性

質を証明することができる。

◇知① 
（行動観察）

◇思② 
（行動観察）

 

4
・二等辺三角形になるための条

件を論理的に確かめることが

できる。また、二等辺三角形

◇思③ 
（行動観察）

◇主① 
（行動観察）



 になるための条件を利用し

て、図形の性質を証明するこ

とができる。

 

5
・二等辺三角形の底角の性質と

二等辺三角形になるための条

件を比べる。

◇主② 
（行動観察）

 
6

・ことがらの逆と反例の意味を

理解する。

◇知② 
（行動観察）

 

7

・直角三角形の合同条件を、三

角形の合同条件をもとにして

考え、説明することができ

る。

○思① 
（ノート）

 

8
・直角三角形の合同条件を利用

して、図形の性質を証明する

ことができる。

○思③ 
（行動観察）

 
9

・平行四辺形の定義と性質を理

解する。

◇知① 
（行動観察）

 
10

・平行四辺形の性質を証明する

ことができる。

○思① 
（ノート）

 

11
・平行四辺形の性質を利用し

て、図形の性質を証明するこ

とができる。

○思③ 
（ノート）

 

12

・具体的な事象を考察すること

を通して、平行四辺形になる

ための条件を証明することが

できる。

○思① 
（ノート）

◇主③ 
（行動観察）

 

13

・平行四辺形の性質の逆を証明

することを通して、平行四辺

形になるための条件を見いだ

すことができる。

○思① 
（行動観察）

 
14

・平行四辺形になるための条件

を証明することができる

◇主② 
（ノート）

 

15

・平行四辺形になるための条件

を利用して図形の性質を証明

したり、その証明を振り返っ

て統合的・発展的に考えたり

することができる。

○思③ 
（行動観察）

◇主③ 
（行動観察）

 

16
・長方形、ひし形、正方形の定

義やそれらと平行四辺形との

相互関係を理解する。

◇知④ 
（行動観察）

 
17

・長方形やひし形の対角線の性

質を証明することができる。

○思③ 
（ノート）



 
 

 また、その性質の逆が正しく

ないことを、反例をあげて示

すことができる。

 

18

・既習の内容を活用して、図形

の性質を見いだし証明した

り、問題の条件を変えて統合

的・発展的に考えたりするこ

とができる。

◇思③ 
（行動観察）

◇主② 
（行動観察）

 

19
・平行線の性質を利用して、図

形を等積変形することができ

る。

◇思③ 
（行動観察）

 
20

・学習内容の定着を確認する。 

（単元テスト）

○知②③④ 
（単元テスト）

○思②③④ 
（単元テスト）



6. 本時の指導計画 
（１）本時のねらい 

２本の棒を重ねる活動を通して、図形の定義の意味を理解することができる。〈知識・技能〉 
（２）本時の展開 

 時 学習内容・学習活動 教師の発問（◎） 
予想される生徒の反応（・） 
ICT 活用場面（◇）　　

指導に生かす評価（□） 
記録し指導に生かす評価

（■） 
支援（⇒） 
指導上の留意点（〇）

 導

入 
５ 
分

(1)AI ドリルにて個人で演習を行う。 
 
 
 
 
 
(2)本時の課題を確認する。 
 

◇自動で採点されるAIドリルを

活用し、各自のレベルにあっ

た問題を選択しながら実施す

る。 
 
 

 展

開 
４

０ 
分

(1) 違う色のついたテープをそれぞれ

1 本ずつ用意し、配布する。 
 
 
(2) それぞれのテープを重ね、重なっ

たところにはどのような図形が出来

上がるのか考える。 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 3~4 人のグループになり、それぞれ

どのように重ねたのか確認して、面

白い重ね方を 1 つ決め、発表の用意

をする。 
 
 
 
 
 
 

◇word で用意し、複製保存させ

る。〈B３〉 
 
 
◇幅や大きさなど、考えを広げ

られるようにしていく。 
・幅を一定にして重ねると長方

形になる。 
・端をうまく重ねて直角三角形

ができる。 
・幅が違うものを重ねて、平行四

辺形ができる。 
 
 
◇パワーポイントで、以下の点

をわかりやすくほかの班に伝

えられるようにする。〈C１〉 
　①どのような図形になったか 
　②その図形になった根拠はな

にか 
　③なぜその重ね方が面白いと

思ったのか 
・幅が同じ長方形を重ねる 
→ひし形ができる。 

⇒机間指導をし、複製保存が

できているか確認する。 
 
 
〇なぜその図形になったの

か、根拠も含めて考えさせ

るように指導する。 
 
 
 
 
 
 
 
〇パワーポイント上には、ど

のようにまとめればよいの

か、事前にフォーマットを

用意する。 
〇机間指導しながら、パワー

ポイントでまとめる点を整

理させ、発表できるように

指導する。 
 
 

課題　2 本のテープを重ねると…？

Word を用いた図形の教材を用意し、生徒が直感的に考えられるようにする。（B３） 

パワーポイント等で、わかりやす

くほかの班に伝えられるようにす

る。〈C１〉 
 



  
 
 
(4) 各グループで役割を決め、どのよ

うな図形を見つけたのか発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
(5) (4)で聞いたものと自分のグループ

のものを比較し、面白いと思った図

形をパワーポイントにまとめる。 
 
 
 
(6) 各グループが作ったものを全員で

比べながら、1 つの図形について定

義を考える。 
 
 
 
 
 
(7) (6)の考えをもとに、自分のグループ

で作った図形についての定義を考え

る。

・端で重ねて三角形を作る 
→直角三角形ができる。 
 
◇面白いと思ったものは、許可

を得て写真を撮り、グループ

で共有できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
◇パワーポイントの共有機能を

使い、各班で面白いと思った

ものを１つのデータにまとめ

る。〈C１〉 
 
 
◎考えてくれた正方形の根拠

は、どの正方形にも当てはま

るのだろうか。 
・大きさは異なっても、直角なの

と辺の長さは必ず同じになる

から当てはまる。 
 
 
◎自分たちの根拠が本当に定義

になるか考えてみよう 
・二等辺三角形の２つの角が等

しいのは、二等辺三角形が成

り立たないとできないから違

う。 
・長方形は、４つの角が同じ大き

さであればどんな大きさでも

成り立つ。

 
 
 
〇グループの中で、 
・発表係 
・聞き取の係 
を設定する。 

〇発表の係は、iPad を用い

て、図形をどのように作っ

たか説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□図形の定義の意味を理解し

ている。

 終

末 
５ 
分

(1)本時のまとめをする。
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第１学年６組理科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）　５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子２０名　女子１９名　計３９名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　福澤　裕康 

１　単元名　音の世界　（大単元　身のまわりの現象） 
 
２　単元について 
（１）教材観 

小学校では、第３学年で｢光の性質｣、｢物と重さ｣、｢風とゴムの力の働き｣、｢磁石の性質｣、第４学年で｢空気と水の性

質｣、第６学年では｢てこの規則性｣について学習している。 

本単元では、理科の見方・考え方を働かせ、光や音、力についての観察、実験を行い、身近な物理現象を日常生活

や社会と関連付けながら理解させるとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につけさせ、思考力、判断力、

表現力等を育成していく。具体的には、身近な物理現象として、光の反射・屈折、凸レンズの働き、音の性質、力の働き

について学習を進めていく。 

（２）生徒観 
本学級は、アンケートの結果、『理科は好きですか』という質問に対して「好き」、「どちらかといえば好き」と答えた生

徒が 91.9％と多く、理科に対する意欲が高いことがわかった。しかし、『授業中に、挙手・発言・発表することは得意で

すか』という質問に対して、「苦手」、「どちらかというと苦手」と感じている生徒は 54.1％、『実験結果をまとめ、考察する

ことは得意ですか』という質問に対して、「苦手」、「どちらかというと苦手」と答えた生徒が 73.0％と過半数を超えてしま

った。 

以上のアンケート結果から、理科は好きだが、発表したり、まとめたりするのが苦手である生徒が多いと考えられる。し

たがって、ジグソー法的な学習形態などを取り入れることにより、個人の発表力やまとめる力を高めることにより、深い学

びを実現させたい。また、光や音の単元は身近な現象が多く、興味や関心を引きやすい。様々な実験や観察を通して、

生徒たちがこれらの現象を再確認するとともに、正しい知識・理解の定着や科学的に探求しようとする態度が身につく

ように授業を行っていきたい。 

（３）指導観 
生徒の実態を踏まえ、本単元では、身近な現象の原因を自分たちで考え、班で話し合うことで、音の働きの原理や

仕組みについて興味関心を深めていく。また、実験を多く行い、実際に実験器具を使わせることで、正しい実験の仕方

を身につけさせる。そして、グループでの学習活動を多く取り入れ、生徒が自分の考えを持って発表する機会を増やし、

意見交換が活発に行うことにより、発表力やまとめる力を向上させたい。 

 
３　研究主題との関わり 

 
 

ICT活用場面１ 
 
 
写真や動画を用いて本時の学習事項に関わる教材を提示し、本時の学習への興味関心を引き立てる。 

 
 
 
 

ICT活用場面２ 

 

タブレット端末上で資料の伝達・共有を行うことで、ICT機器を活用したプレゼンテーション能力の向
上や生徒同士のコミュニケーションの活性化が期待できる。 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとプレゼンテーションソフトで既習事項を提示し、生徒の学習意欲を喚起する。（A1）

teamsの中に教員が用意した資料を活用した知識構成型ジグソー法の手法を取り入れた学習活動（B3）
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ICT活用場面３ 
 
 

 
４　単元の指導計画と評価 
（１）単元の目標 

身近な物理現象を日常生活や社会と関連付けながら，光と音，力の働きを理解するとともに，それらの観察、実験な

どに関する技能を身に付け、見通しをもって観察，実験などを行い、規則性や関係性を見いだして、科学的に探究しよ

うとする態度を養う。 

（２）単元の評価規準 

（３）単元の指導と評価の計画 
第１章 光の性質　　　　　　　　　　　　　　　　９時間 

第２章 音の性質　　　　　　　　　　　　　　　　４時間（本時　２／４） 

第３章 力のはたらき　　　　　　　　　　　　　　７時間 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 
単
元
の
評
価
規
準

　身近な物理現象を日常生活

や社会と関連付けながら、光と

音、力の働きを理解しているとと

もに、それらの観察，実験などに

関する技能を身に付けている。

　　身近な物理現象について、

問題を見いだし見通しをもって

観察、実験などを行い、光の反

射や屈折、凸レンズの働き、音

の性質、力の働きの規則性や関

係性を見いだして表現してい

る。

身近な物理現象に関する事物・

現象に進んで関わり、見通しを

もったり振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとしている。

 時

数
主な学習活動(目標) 学習内容

○　指導上の留意点 

★　評価規準（評価方法）

 

１

・音の発生と伝わり方を
理解する。

・音はものが振動することによっ
て生じ、空気中などを伝わって
いることを理解する。

〇前時の内容で学んでいる生徒もいる
が、間違った認識をしていないか注意
する。 

★音の伝わり方について説明できる。【知
識・技能Ｊ】（プリント・発言）

 

２ 

本

時

・身近な現象の原因につ
いて、自分たちの考え
をまとめる。

・音について、エキスパート学習
を用いて、自分たちの考えをま
とめる。 

・班員の意見を聞き、予想する。

〇それぞれエキスパート学習の内容が難
しくなりすぎないように注意する。 

★エキスパートで学んだことをしっかり理
解できている。【知識・理解】（プリント） 

★班員と意見の共有をしながら、予想す
ることができている。【思考・判断・表
現】（プリント）

 

３

・音の大きさや高さにつ
いての実験を行い、自
分たちの考えをまとめ
る。

・音の大きさは強くはじくか弱くは
じくか、音の高さは弦の長さや
張りの強さに関係していることを
理解する。

○実験の課題を理解し、弦のはじく条件
と、音の大きさや高さの関係について
適切な方法で調べているか注意する。 

★音の大きさや高さと音源の振動の関係
について理解している。【思考・判断・
表現】（プリント・発言） 

★目的意識をもって実験を行い、測定値
から関係を考えることができる。【知識・
技能】（取組状況・プリント）

 

４

・音を波形で表し、大きさ
や高さの関係について
学ぶ。

・音の大きさや高さによって、音
の波形がどのように変わるかを
理解する。

○音によりどのように波形が変わるかをし
っかりと理解させる。 

★音の大きさと振幅、音の高さと振動数
の関係について理解し、音の波形を用
いて説明できる。【知識・技能】（プリン
ト・発言）

クロストークの活動の際、Wordを用いて、各グループのまとめを全体で共有し、科学的な見方・
考え方にせまる。（C2）
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５　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 
・音の性質について、資料の読み取りや協同的な学習を通して考察し、自分の言葉で適切に表現している。 
【思考・判断・表現】 

（２）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　　●評価基準【観点】
 導

入 
3 
分

(1)既習事項の確認 
　・音が振動であること。 
　・空気を振動して音が伝わること。 
　・オシロスコープの使い方。 
(2)本時の課題の確認 
 
 
・課題に対する自分の考えをワークシ

ートに記述する。

◇ICT活用場面１ 
 
 
○とある音の波形を提示し、学習課題に対する興味関心を引き

立てる。

 展

開 
42 
分

(3)エキスパート活動（３～４人班）  
・①音の波形について 
　②音の大小による変化 
　③弦の張り方や長さによる音の変化 
　①～③の小課題の資料のうち、1つ
を担当しわかることを記入する。 
・グループごとにエキスパート活動の

内容について意見を交換および共有

し、自身の資料の内容を深め合う。 
(4)ジグソー活動（３～４人班） 
・エキスパート活動での情報を発表し

合い、それぞれの視点・資料からわか

ったことを共有する。 
・ジグソー活動を通してわかったこと

本時の課題に対する考えをまとめ

る。 
(5)クロストーク 
・ジグソー活動を通して考えた学習課

題に対するまとめをタブレットで写

真に撮り、撮った写真をWordのテ
ンプレートに載せて、考えを全体で

共有する。

◇ICT活用場面２ 
 
 
 
 
○資料を写すのではなく、他者の考えを聞いて、それを自分の 
言葉で記入するように指導する。 

 
 
○自分の担当した小課題の考察結果を他の班員にわかりやす 
く伝えるように指導する。 
○他の意見を取り入れ、自分の考えと関連付けることで、協働 
して本時の課題を解決するように促す。 

 
◇ICT活用場面２ 
 
 
 
●音の性質について、資料の読み取りや協同的な学習を通して

考察し、自分の言葉で適切に表現している。 
【思考・判断・表現】

 終

末 
5
分

(6)本時のまとめ　 
・振り返りシートに、本時の振り返り 
を記入する。

 
○授業前と授業後の考えを比較させ、音の性質や波形に考え 
させる。

課題　音の性質を学び、波形と同じ音を実際に作ってみる。

大型モニターとプレゼンテーションソフトで、既習事項を

提示し、生徒の学習意欲を喚起する。（A1）

クロストークの活動の際、Word を用いて、各グループの

まとめを全体で共有し、科学的な見方・考え方にせまる。

（C2）

Teams の中に教員が用意した資料を活用した知識構成型

ジグソー法の手法を取り入れた学習活動。 

エキスパート学習での読み取り資料、ジグソー活動での

プレゼン資料として活用する。（B3）
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（３）板書計画 

 

６　本時の評価 

 

  

 

 

 

 

 

 各班の発表 

 １班 ４班 ７班

 ２班 ５班 ８班

 ３班 ６班 ９班

 観点別 実現状況 Ｂに達しない生徒に対する指導

例  Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる）

 班員と話し合うことで、科

学的な考え方を養うととも

に、身近な現象を、学んだこ

とと関連づけて説明すること 

ができる。

　自分の担当するエキスパー

ト活動の資料を班員に伝え、

身近な現象について考えるこ

とができる。

　それぞれのエキスパート活動

で、わからない生徒がいたら、わ

かっている生徒に説明させる。 

　全員わかっていない場合は、こ

ちらから声掛けを行う。

 評価方法 ・生徒の行動観察　　・ワークシートの記録

課題　音の性質を学び、波形と同じ音を実際に作ってみる。
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第３学年６組外国語科学習指導案 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　３７名（男子１９名　女子１８名） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　山口　泰斗 

１　単元名 
Unit5 Let’s listen4 New Horizon3（東京書籍） 
 
２　単元について 
（１）教材観 
本単元ではインドの偉人であるガンディーを通して「平和や人権」の大切さについて取り上げている。自身

の生涯をかけて平和と人権について主張してきたガンディーの精神について触れることができる。近年の世界

情勢を踏まえた上で、本単元では平和と人権の大切さについて考えさせたい。 
 
（２）生徒観 
本学級では、男女の仲が非常に良い。前学期に行われた体育祭の学年種目において優勝したことによって団

結力がついた。そのため言語活動においての他者を支え合う活動に非常に積極的であり、協働的学習に適して

いる。令和６年度埼玉県学力・学習状況調査において、本学校の３学年は埼玉県平均より 0.9ポイント高い結
果が出ている。しかし「書くこと」の項目においては-2.9ポイントとなっている。そのため、日頃の授業にお
いて両項目を伸長するための活動は毎時取り入れており、本時でも行っていく。 
 
（３）指導観 
本単元では、関係代名詞が扱われており、それを用いて「平和や人権」について英語で説明できるようにする

ことをねらいとする。本単元の言語材料は非常に複雑な部分があるため、既習事項と比較しながら教授してい

く必要がある。そのため各授業において帯活動の一環である Kahootを用い生徒たちが楽しみながら復習、授業
の導入に参加できるようにする、同時に基礎知識の定着を図っていく。最終的な目標である「平和や人権につ

いて英語で説明できるようにする」を達成するために、①文章の内容を理解する　②本単元の言語材料の構造

を把握し簡単な文章を書けるようになる、といった２つ手順を着実に踏ませた上で取り組んでいきたい。 
 
３　研究主題との関わり 

 
 

ICT活用場面１ 
 
 
 

 
 

ICT活用場面２ 
 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターと webソフト“Kahoot”を使い既
習事項の復習と本時の導入をクイズ形式で行う。

授業への積極性を促す。（B1）

iPadを用いて、班ごとに wordの文章を共同編集
しながら、ニュースで聞いた内容についてまとめ

る。（C1）
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４　単元の指導計画と評価 
（１）単元の目標 
・「平和や人権」についての自分の意見や考えを英語で話したり書いたりする技能を身に付けている。 
・関係代名詞の特徴やきまりを理解し、「平和や人権」考えたことや感じたことを関係代名詞を用いて書く 
技能を身につけている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

【知識及び技能】 
・「平和や人権」についての自分の意見や考えを英語で話したり書いたりしている。 

【思考力、判断力、表現力】 
・「平和や人権」についての自分の意見や考えを英語で話したり書いたりしようとしている。 

【学びに向かう力、人間性】 
（２）単元の評価規準 
（本単元における「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やりとり］」については、目標に向けての指導は行う

が、本単元内で記録に残す評価は行わない。） 

 
（３）単元の指導と評価の計画（７時間計画） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 

話すこと 
［発表］ 
発

＜知識＞ 
① 関係代名詞の文の特徴
やきまりに関する事項

を理解している。 
＜技能＞ 
②「平和や人権」につい

て自分の意見や考えを

述べるための技能を身

につけている。

「平和や人権」についての

自分の意見や考えをまとめ

て述べている。

「平和や人権」についての自

分の意見や考えを書こうとし

ている。

 

書くこと 
書

＜知識＞ 
① 関係代名詞の文の特徴
やきまりに関する事項

を理解している。 
＜技能＞ 
②「平和や人権」につい

て自分の意見や考えを

書くための技能を身に

つけている。

「平和や人権」についての

自分の意見や考えについて

まとまりのある文章を書い

ている。

「平和や人権」についての自

分の意見や考えについてまと

まりのある文章を書こうとし

ている。

 時 ◆ねらい○学習活動 評価規準＜評価方法>
 

1
◆本単元の目標を理解する 
◆ニュースの内容を聞き取り、理解する。 
○音声をきいてニュースの内容を理解する

○本時では目標に向けて指導を行うが、記 
録に残す評価は行わない。

 2 
本時

◆ニュースの内容を理解し、まとめ、発表するこ 
とができる。 

○本時では目標に向けて指導を行うが、記 
録に残す評価は行わない。
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５　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 

　　　　・ニュースの内容を理解し、まとめ、発表することができる。 
・【観点】主体的に学習に取り組む態度 

（２）本時の展開 

 ○音声で聞いた内容をまとめて、どのようなニュ 
ースだったか発表する。

 

3

◆ガンディーについての情報を理解し、書くこと 
ができる。 
○教科書の英文を読み、内容について理解しワー 
クシートに書く。

書

○ガンディーについての情報を理解し、既 
習の言語材料を使いながら英語で書くこ

とができる。 
＜ワークシート＞

 

4
◆関係代名詞を使って物に詳しい情報を加えるこ 
とができる。 
○関係代名詞を用いた言語活動を行う。

書

○関係代名詞を使って物に詳しい情報を加 
えて書くことができる。 
＜ワークシート＞

 

5

◆ジョシュと朝美の会話内容を理解し、その内容 
について書くことができる。 
○教科書の英文を読み、内容について理解しワー 
クシートに書く。

書

○ジョシュと朝美の会話内容についての情 
報を理解し、既習の言語材料を使いなが

ら英語で書くことができる。 
＜ワークシート＞

 

6
◆関係代名詞を使って人に詳しい情報を加えるこ 
とができる。 
○関係代名詞を用いた言語活動を行う。

書

○関係代名詞を使って人に詳しい情報を加 
えて書くことができる。 
＜ワークシート＞

 

7
◆ガンディーの伝記の内容を理解することができ 
る。 
○本文の内容を理解する。

○本時では目標に向けて指導を行うが、記 
録に残す評価は行わない。

 

後日

◆「平和や人権」について自分の意見と考えにつ 
いて発表することができる。 

○パフォーマンステストを行う。

発

○「平和や人権」について自分の意見と考 
えについて発表することができる。 

 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　　●評価規準【観点】
 

導

入 
５ 
分

(1) 帯活動 
・大型モニターで Kahootを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◇ICT活用場面１ 
 
 
 
 
 
○現在分詞・過去分詞を使ったクイズを主に行い Unit4の復習 
を行う。 

 
 

大型モニターと webソフト“Kahoot”を使い既
習事項の復習と本時の導入をクイズ形式で行う。

授業への積極性を促す。（B1）
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 (2) 本時の目標を把握する。 
 

 

展

開 
40 
分

(2) 前時に聞いた音声をもう一度聞
く。 

 
 
 
 
 
 
 
(3) 聞いた内容を共有する。ニュース 
の内容を完成させる。 

 
 
 
 
 
 
 
(4) 完成させた原稿をクラスの代表者 
が発表する。 

 
・代表者１名に原稿を読んでもらう。

それに合わせて教師がパワーポイン

トで正解を映す。 

○聞いた英語の音と意味の両方を理解するように促す。 
○聞いた音はカタカナでもいいからメモで残すようにする。 
 
【観点】主体的に学習に取り組む態度 
●他の生徒と協力しながらニュースの内容について理解し、発

表に向けて活動に取り組もうとしている。 
＜観察＞＜ワークシート分析＞ 

 
 
◇ICT活用場面２ 
 
 
 
 
 
○班員全員で共同編集を行い、英語が苦手な人をサポートする 
ように促す。 

 
○できるだけ英語らしい発音で文章を読ませる。その後日本語 
の意味も生徒に答えさせることを目標とする。 

 
○生徒の発表に合わせてながらパワーポイントで映す。 
 

 
終

末 
5 
分

(5)本時のまとめ　 
・振り返りを記入する。

 
○授業内で気づいたこと、わかったことを記入する。 
　自分が考えていた内容と一致していたか、聞いたことを英語 
にできたか、英語で書けなかったが内容は理解したか、など

できるだけ具体的に記入させる。

課題　ニュースの内容を理解し、まとめ、発表しよう！

iPadを用いて、班ごとに wordの文章を共同編集
しながら、ニュースで聞いた内容についてまとめ

る。（C1）
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第３学年４組音楽科学習指導案 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）第５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　３６名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　阿部　奈保美　 

１　単元名　 
曲想を感じ取って、表情豊かにアルトリコーダーを演奏しよう 

 
２　単元について 
（１）教材観　 
本教材は、学習指導要領「第２学年及び第３学年」A表現、（２）器楽、ウ（イ）にある「創意工夫を生か

し、全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合わせて演奏する技能」を狙いとしている。 
 
〔共通事項〕（１）アの音楽を形づくっている要素のうち、音色、旋律、テクスチュアを扱う。 
「ふるさと」は誰もが知っている文部省唱歌で、親しみやすく豊かなメロディーと美しいハーモニーを感じ取

ることができる教材である。 
 
（２）生徒観 
　本学級は男子１８名、女子１８名、合計３６名で、とても明るく穏やかな生徒が多く、お互い協力しながら

前向きに取り組む雰囲気がある。合唱コンクールにおいては、パートリーダーを中心に自分たちで表現を工夫

しながら取り組む場面も見られた。しかし、リコーダーにおいては、楽譜も読めず、運指もほとんど理解でき

ていない生徒も数名在籍している。 
アンケートの結果を見ると、「音楽が好き」と答えた生徒は９８％であるが、リコーダーに関しては「好き」と

答えた生徒は５５％で、リコーダーが好きでも嫌いでもない、または苦手と答えた生徒が４５％と、約半数が

苦手意識を持っている。 
 
（３）指導観 
　リコーダーの指導は歌唱の指導に比べ、読譜や運指の理解など、演奏に至るまでの地道な準備が多く必要で

ある。また、練習もポイントをつかみながら、丁寧に取り組んでいかなければならない。苦手な生徒も多くい

る中、できるだけ丁寧にポイントを説明したり見本を示したりすることで活動の見通しをもたせるとともに、

活動の際には生徒同士の関わりを大切にしながら取り組ませることで、２重奏の楽しさを味わわせ、表現力を

育てていきたい。 
また、「ふるさと」は、誰もが知っている日本の歌曲で、親しみやすく美しいハーモニーを感じることができる

ので、歌詞の意味を感じながら表情豊かに演奏出来るようにしていきたい。 
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３　研究主題との関わり 
 
 

ICT活用場面１ 
 

 
　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
構造をクイズ形式で復習することにより学習意欲が高まり、姿勢の写真を観ることでより正確に 
姿勢を取ることが出来る。 
 
 
ICT活用場面２　 

 
ペアで演奏動画を撮影し合い、演奏の分析を行う。（C3） 

 
カメラの動画機能を使い、ペアで演奏動画を撮影する。お互いの演奏を聴き、タンギングの仕方や姿勢、

指の動かし方、音の長さを分析する。できなかった部分を改善し、良い演奏ができるよう考えさせる。 
客観的に自分の演奏を聴くことによって色々な発見ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４　単元の指導計画と評価 
（１）単元の目標　 
「ふるさと」の曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに、それらを生かした器楽表現を 
創意工夫してリコーダーで演奏する。 
 
 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとパワーポイントを使い、生徒の学習意欲を喚起する。（A１）
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（２）単元の評価規準 

 
（３）単元の指導と評価の計画（全３時間） 

 
 
 
 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 ・「ふるさと」の曲想と音楽の構造

や背景などとの関わり及び音楽の

多様性について理解している。 
・創意工夫を生かした音楽表現を

するために必要な技能を身に付

け、器楽で表している。 

「ふるさと」の音楽を形づくって

いる要素や要素同士の関連を知覚

し、それらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関わり

について考え、曲にふさわしい音

楽表現としてどのように表すかに

ついて思いや意図をもったり、音

楽を評価しながらよさや美しさを

味わって聴いたりしている。

「ふるさと」の音や音楽、音楽文

化に親しむことが出来るよう、音

楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に表現及び鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。

 時 ◆ねらい　●学習内容　・学習活動 〇指導上の留意点

 １ ◆「ふるさと」の調号の意味を理解し、新し

い運指を覚えて演奏する。 
◆アルトリコーダーで二部合奏にチャレンジ

することを知る。

〇運指やタンギングなどの確認 
 
〇二人組でタブレット端末を使いながら音楽表

現を追究していくことを伝える。

 ２ 
（本時）

◆「ふるさと」の旋律、テクスチュアを知覚

し、雰囲気を感受しながら、どのように演奏

するかについて思いや意図をもつ。 
◆「ふるさと」を演奏するために必要な奏

法、息の使い方などの技能を身に付け、器楽

で表す。 
●二人組で「ふるさと」の音楽表現を創意工

夫する。 
・前半８小節の各声部、奏法を二人組でチェ

ックしながら丁寧に練習する。 

〇リコーダーを演奏しながら表現を工夫する活

動も大切にするよう声をかける。 
 
 
 
 
〇タブレット端末やワークシートを用いて主体

的に取り組むことが出来るようにする。 

 ３ ◆「ふるさと」の曲想を感じ取り、リコーダ

ーの奏法を工夫することに関心を持ち、音楽

活動を楽しみながら主体的・協働的に器楽の

学習活動に取り組む。 
・後半８小節を練習し、最後に通してみる。

〇主旋律と副次的な旋律の役割を理解し、アー

ティキレーションを考えながら曲を仕上げる。
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５　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 
・アルトリコーダーの演奏をペアで撮影し合い、お互いの演奏を分析し、その過程での 
新しい発見を通して、より良い演奏の仕方を考える。【思考力・判断力・表現力等】 

 
（２）本時の展開 

 

 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　◇ICT活用場面　●評価基準【観点】
 導

入 
５ 
分

・ストレッチ、発声練習 
(1)前時の復習 
・リコーダーについてパワーポイントを

使って確認する 
・本時の課題の確認 
 
 

 
◇ICT活用場面１ 
 
 
 
○リコーダーの構造や構え方、姿勢について改めて確認 
させる。 

 展

開 
４

０ 
分

(2) 音階の復習 
・サミングの確認 
・新しい運指（B♭）の確認 
(3)「ふるさと」の練習 
（個人練習→ペア練習） 
・お互いに動画を撮り合い、構え方や 
姿勢、指の動かし方、タンギングの仕方

などの課題を見つける。 
 
(4)課題克服のための練習 
・もう一度動画を撮り、１回目と比較して

みる。 
 
・ペアで合わせ 
 
・最後に全体で合わせ 
 
 

 
 
 
◇ICT活用場面２ 
 
 
 
 
 
〇お互いに演奏を分析し、できなかった部分を明確にワ

ークシートに記入をさせる。お互いの演奏を分析し合う

ように適宜声掛けを行う。 
●アルトリコーダーの演奏をペアで撮影し合い、お互い

の演奏を分析し、その過程での新しい発見を通して、

より良い演奏の仕方を考えている。 
【思考力・判断力・表現力等】 
〇構え方や姿勢に気をつけ、２パートの重なりを感じ取

りながら演奏させる。 

 終

末 
５ 
分

(5)本時のまとめ　 
・本時のまとめと自己評価表を記入する。 
・次時の学習内容を知る。 

 
○本時の内容を簡潔にまとめる。 
○次回の学習内容について触れておく。

課題　　お互いの演奏を分析し、より良い演奏をしよう！

ペアで演奏動画を撮影し合い、演奏の分析を行う

（C３）

大型モニターとパワーポイントを使い、 

生徒の学習意欲を高める。（A１） 
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（３）板書計画 

 

 本時の課題：曲想を感じ取って、表情豊かにアルトリコーダーを演奏しよう 
 
 
〇リコーダーの運指表 

  
　　ド　　　　　　　レ　　　　　　ミ　　　　　　ファ　　　　　ソ　　　　　　ラ 
 
 
 
〇新しい運指 

 
　　シ♭
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第１学年８組美術科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　３９名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　石塚　加奈 
 

１　題材名「カフェカトラリー」　 
A 表現(1)イ(ウ)、(2)ア(ア)(イ)、B 鑑賞(1)ア (イ)、共通事項(1)ア、イ 

 
２　題材について 
（１）教材観 

木彫における彫刻刀を使用した題材は小学校でも多くの生徒が取り組んでおり、親しみやすい教

材である。また、一度彫ったり、削ったりしてしまうと復元することが難しいことから、アイデア

スケッチを活用し、完成形をイメージしたり、計画の見通しをもったりしながら作品への愛着を深

めさせたい。生徒が楽しく個性豊かに表現活動ができるようになるためにも、美術とは完成作品の

上手さや技術力だけを指すのではなく、生活の中から美を見出す力である事や、生活に深く根づい

ているという事を知り、様々な関わり方があるのだと感じられるようにしたい。 
 
（２）生徒観 

１学年はこれまでに消しゴムハンコの制作で彫刻刀を使用している。また、技術の授業の木材加工

で板材を切ってペン立てや本棚を製作しており、素材の違いから力の入れ方や道具を使い分け、完成

までの見通しをもって制作させたい。また、鑑賞会ではタブレット端末を活用し自分の作品の制作意

図をまとめたり、振り返りを行ったりした上でお互いの作品を見合い表現の工夫や作者の表現意図に

ついて、自分とは違う視点からの表現方法を学んだ。今回は、デザインだけでなく、使用感について

も考えさせながら機能と美しさの調和を考えるきっかけとしたい。 
 
（３）指導観 

本題材は、木材やカトラリーの形状を捉え、表現する力を養うことをねらいとしている。普段使っ

ているカトラリーの特徴から、どのように加工していけばよいのか、使用いイメージが持てるよう、

実際に様々なカトラリーを用意し特徴を捉え、使いやすさや機能と美しさの調和を考えさせたい。 
カトラリーは持ち手と用途にあった使用部分という単純な構造であるが、使う人のことを考え多

くのデザインを出させたい。模様のデザインについては、基礎的な彫り方や彫刻刀の使い方を学べ

るように配慮し、消しゴムハンコでも用いた「模様」を意識して彫ることを指導していく。電動糸

鋸や彫刻刀は小学校で使用し、既習済みだが、本単元でも使用する前に使い方や注意点を確認し、

安全面に配慮する。表現したいものや場所によって道具を使い分けてスムーズに制作できるよう本

時の目標と照らし合わせて指導していく。 
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３　研究主題との関わり 
 
 

ICT 活用場面１ 
 
 
　　　　作品概要の作成をタブレット端末で使ってまとめることで完成した作品だけでなく、制作過程や

資料なども入れながら自らの制作を想起しやすくなる。作者はレイアウトにこだわりながら制作

意図もまとめ、見た人がわかりやすく作者の制作意図や表現方法を伝えることを意識させる。 
 

ICT 活用場面２ 
 
 
　　　　実物の作品と作品概要を合わせて鑑賞する。作者の制作意図を読み取り、自分との表現のとの表現

の違いやよさを見出し美術的な見方や感じ方を広げる。 
 

ICT 活用場面３ 
 
 
　　　　作成した作品概要をそのままデータ提出させ、発表の際大型テレビに映し提示することができ、

生徒も後日見返すことができる。また、教師の評価材料としてもデータで管理し、見返すことが

できる。 
 
４　題材の指導計画と評価 
（１）題材の目標 

・形や材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、カトラリーの造形的な特徴などを基に、

全体のイメージや作風などで捉えることを理解する。 　　　　　　　　　　　　〈知識及び技能〉 
 ・材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて表現方法を工夫し、材料や用具の特性などか

ら制作の順序などを考えながら見通しをもって表す。 　　　　　　　　　　　　〈知識及び技能〉 
 ・使う目的や条件などを基に、使用する者の気持ち、材料、模様の形などから主題を生み出し、使い

やすさや機能と美しさなどとの調和や単純化、強調などの効果を考え、表現の構想を練る。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈思考力、判断力、表現力等〉 
・カトラリーの、目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げる。　　　　 〈思考力、判断力、表現力等〉 
 ・美術の創造活動の喜びを味わい楽しく主題を生み出し、使いやすく美しいデザインを総合的に考え

構想を練り、表現の学習活動に取り組もうとする。 　　　　　　　〈学びに向かう力、人間性等〉 
 ・美術の創造活動の喜びを味わい楽しく造形的なよさや美しさを感じとり、使いやすさと美しさの調

和のとれたデザインの工夫について考えるなどの見方や感じ方を広げる鑑賞の学習活動に 取り組も

うとする。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈学びに向かう力、人間性等〉 
 

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

PowerPoint を活用した作品概要の作成（B3）

PowerPoint を活用した作品概要を提示しながらの鑑賞（C1）

作品概要のデータ提出及び発表（C1）
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（２）題材の評価規準 

※それぞれの評価規準は「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を、そのまま使用したり、具体的な学習

活動を踏まえ言葉を省略や変更したりするなどしている。（下線部は変更箇所） 
 
（３）題材の指導と評価の計画（全 10 時間扱い） 

 　　　知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 知　形や材料などの性質及びそれ

らが感情にもたらす効果や、カト

ラリーの造形的な特徴などを基

に、全体のイメージや作風などで

捉えることを理解している。 
技　材料や用具の生かし方などを

身に付け、意図に応じて表現方法

を工夫し、材料や用具の特性など

から制作の順序などを考えながら

見通しをもって表している。

発　使う目的や条件などを基に、

使用する者の気持ち、材料、模様

の形などから主題を生み出し、使

いやすさや機能と美しさなどとの

調和や単純化、強調などの効果を

考え、表現の構想を練っている。 

鑑　カトラリーの、目的や機能と

の調和のとれた美しさなどを感じ

取り、作者の心情や表現の 意図と

工夫などについて考えるなどし

て、見方や感じ方を広げている。

態表　美術の創造活動の喜びを味

わい楽しく主題を生み出し、使い

やすく美しいデザインを総合的に

考え構想を練り、表現の学習活動

に取り組もうとしている。 

態鑑　美術の創造活動の喜びを味

わい楽しく造形的なよさや美しさ

を感じとり、使いやすさと美しさ

の調和のとれたデザインの工夫に

ついて考えるなどの見方や感じ方

を広げる鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。

 

時

間
学習のねらい・学習活動

評価の観点、評価方法等

備考
 知識・ 

技能

思考・判断 
・ 表現

主体的に学習に

取り組む態度

 知 技 発 鑑 態

 

１

・目標確認と制作の見通しをもつ。 
・カフェで使用することを意識させ

目的から主題設定を行う。 
・制作方法や手順、用具の確認をす

る。

〇

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考・判断・表現（発想や構

想）」の視点で、使用する目的を

想定して自分なりのテーマをもつ

ことができたかを把握し指導に生

かす。

 

２

・身近なカトラリーのデザインを鑑

賞し、使いやすさと美しさについて

考える。 
・使いやすさと美しさの構想を深め

アイデアスケッチをする。

◎ 
観察 
記述

「思考・判断・表現（鑑 賞）」は

使いやすさと美しさについて話し

合い、他者の考えを聞いて自分の

考えを広げることができたかとい

う視点で評価する。

 
３

・使用イメージの画像やアイデアス

ケッチをもとに下書きをする。 
・電動糸鋸の使い方について確認

し、切り出す。

◎ 
観察 
作品

〇 
観察 
作品

「知識・技能（技能）」は用具を

効果的に扱い、立体的に表現して

いるという視点で評価する。  
４

 

５

・用具を効果的に扱い、立体的に成

形していく。 
・模様を生かした形に成形していく。

・作品を魅力的にするための装飾や

表面の仕上げなどを工夫していく。

◎ 
観察 
作品

◎ 
観察 
作品

「知識・技能（知識）」は使いや

すさを追求し、立体的なものの見

方を持ち表現しているという視点

で評価する。 
「思考・判断・表現（発想や構

想）」は模様を生かし、工夫して

いるかという視点で評価する。

 
６
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５　本時の指導計画（本時　１０／１０時） 
（１）目標　　・完成作品を鑑賞して互いのよさや美しさを感じとり、対話から自分の考えを広げていく。  

〈思考力、判断力、表現力等〉 
・制作の振り返りをする。　　　　　　　　　　　　　　　　 〈学びに向かう力、人間性等〉 

（２）準備 
　　　〇教師：大型テレビ、タブレット、ワークシート 
　　　〇生徒：作品、タブレット、筆記用具 
（３）本時の展開 

 
７

・使いやすさや厚み、パーツの強度

を確認する。 
・やすりがけをして作品を仕上げて

いく

◎ 
観察 
作品

 

 

 

 

 

◎ 
観察 
対話 
作品 
発表 
記述

「思考・判断・表現（発想や構

想）」は模様を生かし、工夫して

いるかという視点で評価する。  
８

 
９

・つや出しのための油をぬる。 
・パワーポイントに作品の概要をま

とめる。

〇 
観察 
作品

「思考・判断・表現（鑑賞）」は

使いやすく美しい形を構想してい

るかという視点で評価する。
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・完成作品を鑑賞して互いのよさや

美しさを感じとり、対話から自分の

考えを広げていく。  
・制作の振り返りをする。 

◎ 
観察 
発表 
記述

「思考・判断・表現（鑑賞）」は

作品鑑賞から自分の考えを広げて

いるという視点で評価する。

 時 学習活動 
予想される生徒の 

具体的な姿（「　」）

指導の工夫 
（〔共通事項〕に係る内容 
ア　　　、イ　　　） 

◇ICT 活用場面

評価と手立て 
【観点】：評価基準（評価方法） 
◎：十分満足できる状況 
◆：B 評価に達しない生徒への手立て

 導

入 
10 
分

１本時のねらいを知り、活動の

見通しをもつ。 
 
 
・本時の流れを確認する。

〇目標を確認し、本時の学習の見

通しをもたせる。 
 
 
〇板書で視覚的にわかりやすく

示す。

 
 
 
 

 展

開 
30 
分

２鑑賞の準備をする。 
・作品カード（キャプション）

を記入する。 
・鑑賞のきまりを確認する。 
 

◇ICT 活用場面１ 
 
 
 
 
〇立体作品のため鑑賞の際に手

にともよいが、触ってほしく

ない生徒のために「触らない

でねカード」を用意する。

 
 
 
 

提案　それぞれのカフェのイメージや表現の違いやよさから見方や考え方を広げよう。

前時までに作成した

PowerPoint で作成した作

品概要の提示（C1）
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（４）板書計画 

 ３作品を鑑賞する。（12 分） 
・よいと思った作品に対する感

想をワークシートに書く。 
「カフェのイメージに合った

ものができた」「手に取っても

らいたい」 
 
 
 
 
 
 
 
４作品のデータを提出する。 
 
５友達の作品を紹介する。 
・ワークシートに書いた作品の

うち、1 つを発表する。 
「確かにすごい」「イメージに

合っている」「まとめ方が上

手」

◇ICT 活用場面２ 
 
 
 
 
 
〇作品全体のイメージや作風で

捉えられるよう鑑賞のポイン

トを示す。（形・使いやすさ） 
 
 
 
 
〇OneDrive に作品提出させる。

 
◇ICT 活用場面３ 
 
 
 
 
〇よいと思ったものを全体で共

有させる。

●【態鑑】主体的に作品の造形

的なよさや美しさを感じ取

り、作者の表現意図などにつ

いて考え、見方や感じ方を深

める鑑賞の創造活動に取り組

もうとしている。（観察・発

表・記述） 
 ◎友達の作品のよさを感じなが

ら感想を述べている。 
◆作品を手に取らせ、残り時間

と照らし合わせて作品を見る

よう指導する。 
 
●【表鑑】造形的なよさや美し

さを感じ取り、意図と創造的

な表現の工夫などについて考

え、見方や感じ方を深めてい

る。（ワークシート） 
◎鑑賞の観点を抑えて、気付い

たこと、学んだことを具体的

に言語化できている。 
◆鑑賞ポイントを再確認し、教

師の質問に答えさせながら思

ったことを書かせる。

 整

理 
10 
分

６本時のまとめ 
・制作や鑑賞を通して、気づい

たこと、学んだことを記入す

る。

〇学べたこと、自身の作品や取り

組みの良かったところ、次への

課題を明確にできるように、振

り返るポイントを伝える。

 　　　学習目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　 

 

 

 

 

　　　　　　　　　 

本時の流れ 
 
 
 

作品提出場所

タブレットの作品概要と実

際の作品を見ながら本時の

学習目標に沿うよう鑑賞活

動を行う（C1）

OneDrive に作品提出さ

せ、発表の際に提示する

（C1）
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第３学年１・２・３組保健体育科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　３年１・２・３組　男子６６名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　安田　光貴 

１　単元名　柔道　（武道） 
 
２　単元について 
（１）教材観 
　　　武道は，武技，武術などから発生した我が国固有の文化であり，相手の動きに応じて，基本動作や基本となる技を身

に付け，相手を攻撃したり相手の技を防御したりすることによって，勝敗を競い合い互いに高め合う楽しさや喜びを味わ

うことのできる運動である。また，武道に積極的に取り組むことを通して，武道の伝統的な考え方を理解し，相手を尊重

して練習や試合ができるようにすることを重視する対人的な技能を基にした運動である。武道は，中学校で初めて学習

する内容であるため，基本動作と基本となる技を確実に身に付け，それらを用いて，相手の動きの変化に対応した攻防

を展開することができるようにすることが求められる。 

（２）生徒観 

（３）指導観 
　・技能及び知識 
　　柔道は中学校で初めて行う単元であることから、見本や映像資料を活用し、視覚で正しい基本動作や技の行い方

を理解させる。また、自分が技をかけているときや受け身をとっているときの映像を見せることによって、技をか

ける時のポイントや受け身なの姿勢など課題を見つけやすくするなどの工夫をしていく。 
・思考力・判断力・判断力等 

自己の学びを振り返るために、フォームスを活用する。また、自分の課題を明確に抽出できるよう、タブレット等

の教具を使って自分の取り組みや他の人の取り組みを見ることにより、良い点や改善点を考えさせる。 
・学びに向かう力、人間性等 

積極的に安全な環境づくりができるよう、教具や場所を工夫していく。また、安全に十分注意して授業を展開で

きるようにきまり事を設定したり、安全係を置いたりと配慮する。 
３　研究主題との関わり 
 
 

ICT 活用場面１ 
 
 

　技ができるように着目する観点（ポイント）を掲示し、課題を見つけさせる。抽出された課題からポイント

を絞って練習させ技能の向上を図る。 
ICT 活用場面２ 
 
 

　学習カードの記入をフォームスで行わせ、活動（運動）時間の確保を図る。小テストを導入し知識の向上を

図る。 

 生徒にとっての武道（柔道）の楽しさ 生徒にとって武道（柔道）を遠ざける要因

 ○覚えた技を使って試合をするとき 

○仲間から声をかけてもらい、励ましてくれる 

〇一本が決まったとき

●ケガが怖い 

●技能の差がはっきりとでてしまう 

●受け身が痛い

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

（B3）自分の連絡技を動画で分析し課題と改善点を抽出する。

（B1）振り返りをフォームスで行う。
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４　単元の指導計画と評価 
（１）単元の目標 
・相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技、連絡技を用いて、相手を崩して投げたり、抑えたりす

るなどの攻防ができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈知識及び運動〉 
・攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己

の考えたことを他者に伝えることができるようにする　　　　　　　　　　〈思考力、判断力、表現力等〉 
・武道に自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること，自己の

責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康・

安全を確保することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　〈学びに向かう力・人間性等〉 
（２）単元の評価規準 

 

 

 
知識及び運動 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

 学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

① 受け身や投げ技の基本的な

技能を身に付けることがで

きる。 

② 習得した技を実践的に活用

することができる。 

③ 柔道の伝統的な考え方につ

いて、理解したことを言った

り書きだしたりしている。 

④ 受け身や投げ技の行い方に

ついて学習した具体例を挙

げている。

① 自分の課題を発見し、改善方

法を見つけている。 

② 仲間の課題を見つけて助言し

ている。 

③ 健康や安全を確保するため

に、体調や技量に応じて適切

な練習方法を選んでいる。

① 基本となる技の習得に積極

的に取り組もうとしてい

る。 

② 用具やの安全確認、段階的

な練習、怪我の防止などに

留意して練習に取り組んで

いる。

 
知識及び運動 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

 単
元
の
評
価
規
準

・柔道の特性に応じて、攻防を展開す

るための基本となる技や得意技を

身に付けることができる。 

 

・伝統的な考え方、技の名称や見取り

稽古の仕方、体力の高め方、運動観

察の方法、試合の行い方を理解して

いる。

・柔道を豊かに実践するための

学習課題に応じた運動の取り

組み方を工夫している。 

・柔道の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう、相手を尊重

し、伝統的な行動の仕方を大切

にしようとすること、自己の責

任を果たそうとすることなど

や、健康・安全を確保して、学

習に積極的に取り組もうとし

ている。 
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（３）指導と評価の計画（〇時間扱い）　　本時は○印　　６／８時 
 時間 １ ２ ３ ４ ５ ⑥ ７ ８
 

ね
ら
い

柔道について知識
を深めよう。

きれいに固め技が
できるようにアド
バイスしあおう。

受け身の大切さ
を学び、正確に安
全に行えるよう
にしよう。

崩し、体さばきの
動作で投げ技「体
落し」をマスター
しよう。

投げ技「膝車」を
マスターしよう。

投げ技「大腰」

をマスターしよ

う。

選択した技の完
成度を高めよう。

得意な技を試合
で発揮できるよ
うに工 夫し よ
う。

 

指
導
内
容

・特性や約束事、学
習の仕方、高ま
る体力 

・準備片付け方 
・固め技の復習

・固め技の復習 
・約束練習 
・簡易試合

・受け身の仕方 
・ミニゲーム 

・「崩し」と「体さ
ばき」について
の説明 

・体落としの仕方 

・膝車の仕方につ
いて 

・大腰の仕方につ
いて

・課題解決学習 ・課題解決学習 
・連絡技につい
て知る

 

学
習
過
程

 
 
 
４  柔道の特性や

約束事を理解
する 

 
５ 準備運動 
 
６ 固め技の復習 
　・袈裟固め 
　・横四方固め 
　・上四方固め 
 
 
 

 
 
 
４ 約束練習 
 
５ 簡易試合 
 
６整理運動

 
 
 
４ 受け身 
・後ろ受け身 
・横受け身 
・前回り受け身 
 

５ 受け身ミニゲ
ーム 

 
６ 整理運動

 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
５ かかり練習 
 
６ 約束練習 
 
７ 自由練習

 
 
 
５ 連絡技 
 
６ 約束練習 
 
７ 簡易試合

 

評
価
計
画

知・技 ③ ①④ ① ① ① ②

 思・判・表 ② ①③ ③

 態 ② ① ① ①

 方法 カード 観察 観察・カード 観察 観察 観察 観察・カード 観察・カード

 場面 ７ ４・５ ４・５・７ ５・６ ５・６ ５・６ ５・６・７ ７・９

１ あいさつ　２ 出欠確認・健康観察　３ 学習課題の確認　４ 準備運動・受け身

５ かかり練習 
６ 約束練習

１ あいさつ　２ 出欠確認・健康観察　３ 学習課題の確認

７ 整理運動　８ 振り返り　９健康観察・あいさつ

８　整理運動 
９ 振り返り 

１０　健康観察・あいさつ
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５　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 

・投げ技「大腰」をマスターしよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び運動】 
（２）本時の展開 
準備：デジタルタイマー、タブレット、ホワイトボード、テレビ 

 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT 活用場面　　●評価基準【観点】
 導

入 
１

５ 
分

(１)集合、挨拶(黙想、２礼)、健康観察 
・班長を中心に集合隊系に整列する。 
 
(２)　準備運動・ストレッチ・受身 
（横受け身、前回り受け身） 
 
(３)　課題の確認 
・ねらいの確認 
 
 

〇全員で協力して素早く集合させる。 
〇気持ちを集中させるために黙想を行い、元気よく挨拶させ

る。 
〇健康観察をする。見学者には安全係の役割を与える。 
 
〇準備運動、受け身を正確かつ安全に行わせる。 
〇安全面に十分に配慮し行わせる。 
 
〇投げ技「大腰」のポイントを確認する。 
 
 
 

 展

開 
３

０ 
分

(４)投げ技「大腰」の習得 
１　かかり練習 
 
２　約束練習① 
・グループ内で「受」「取」「撮影」「審

判・安全」の役割に分け実施する。 
〈受→撮影→取→安全〉 
 
３　課題の確認 
・動画をもとに技の課題を整理する。 
　(３分) 
 
４　約束練習② 
グループ内で「受」「取」「審判」「安全」

の役割に分け実施する。 

〇グループ内でペアを作らせ活動させる。 
◇ICT 活用場面１ 
 
 
 
 
 
〇審判の役割の生徒に正しく判定させる。 
 
〇技のポイントを再度提示し、自己の映像を分析できるように

巡回指導を行い助言する。 
 
 
 
 
〇フローチャートをもとに約束練習の内容を選択させる。 
 
 
努力を要すると判断される状況（C）の生徒への手立て 
△１本・技ありがとれない生徒には教師が個別に指導にあたり速度を緩め

て行わせる。 
十分満足できると判断される状況（A）の生徒の具体的な姿 
〇受側が技から逃げる動作の中でも技が正確に発揮できるように促す。 
 
 
 
 

 終

末 
5 
分

(５)整理運動　 
 
(６)振り返り 
 
(７)整列・次時の予告・健康観察・挨拶

(黙想、２礼)

〇正しくストレッチを行わせる。 
 
〇本時の振り返りを行いフォームスに入力させる。 
 
 
 
 
〇見通しが持てるように次時の内容を話す。

投げ技「大腰」をマスターしよう。

（B3）動画撮影 

約束練習を動画で撮影し、技の完成度を確認させる。

（B1）振り返り 

フォームスを活用し、個人の振り返りを行う。

●投げ技「大腰」をマスターしよう。　【知識及び技能】
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第 2学年８組家庭科　学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年１１月７日（木）　５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子２０名　女子１８名　計３８名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　福田　　直美 

１　　題材名「日常食の調理～ふっくらジューシーなハンバーグ～」　　 
B　衣食住の生活（３）ア　イ　ウ 
 

２　題材について 
（１） 教材観　　 
人間が生きていく上で基本となるものの一つに「食生活」がある。特に中学生のこの時期は、身体

の発達が著しく、丈夫な体を作る大切な時期にあたるとともに、将来に渡って健康的な生活を送って

いく基盤を作る時期になる。本題材では、生徒にとって身近な食品を扱い、自ら課題を持って健康・

安全で豊かな食生活に向けて考え、工夫する活動を通して、「食品の選択と日常の調理」に関する知

識及び技能を身につけ、これからの生活を展望して、食生活の課題を解決する力を養い食生活を工夫

し、創造しようとする実践的な態度を育成することをねらいとしている。 
（２）生徒観 
　　本校の生徒は、実習や実験を多く取り入れた授業に意欲的に取り組んでいる。また、成長期である

ことや、スポーツを行うためにも「食べる」ことに対しての関心は非常に高く、基礎的な知識を学習

する場面でも積極的に取り組み、理解度も高まっている。技能面においては、１年次に「豚肉のしょ

うが焼き」を作り概ねどの生徒も、「生肉の取り扱い」「肉を焼く」「肉に下味をつける」「ピーマンの

せん切り」など基礎的な技能を身につけることができた。さらに２年１学期には「さばの味噌煮」

を、夏休みには「課題～包丁を使った調理～」に取り組んで技術の習得を重ねている。しかしなが

ら、情報にあふれた時代であるにも関わらず、作ったものを比較検討し、自分の課題に気づき、改善

しようということにまでは、まだ考えがいたっていない。また、実習や実験などの協働学習において

はグループ内で個人の考えを出し合い、より工夫して取り組んでいこうという姿が見られる。 
（３）指導観 

「ハンバーグ」の調理実習では、はじめに、教科書の材料・手順通りに全工程を一人で行った。

本時では、その際の調理実習の反省を通して、「これからの生活を展望して多角的に捉え、解決策を

構想する力」、「習得した知識及び技能を生活の場面で継続して活用できる力」を身につけさせるため

に、次に実践するときにはどんな工夫ができるか、どんなことに気をつけるべきかなどについて考え

させ、見通しを持った計画が立てられるようにすることをねらいとしている。 
話し合い活動においては、他者の意見を聞き、自分の意見との相違点や共通点を踏まえ、計画・実

践等について評価、改善する力や実習や観察・実験、調査、交流活動の結果などについて、考察した

ことを科学的根拠や理由を明確にして論理的に表現する力を身につけさせていく。教科特有の言語を

用いる活動や言葉や図表、概念などを用いて考えたり、説明したり、表現したりする力に関しては、

評価、改善の段階で、協働学習によって互いの知識及び技術を共有し合えるように工夫する。また、

家庭での食生活を思い浮かべながら課題に取り組ませることによって、日常食の調理を「我が家流」

にアレンジできる力も育みたいと考えている。 
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３　研究主題との関わり 
 
 
 

 

第 2 学年の生徒は、これまでの PowerPoint による発表資料の製作や発表の経験から、ICT を取り

入れた学習活動に高い意欲を持って取り組むことができる。また、基本的な IT リテラシーは様々な

場面で確認してきている。技術・家庭科では、「ICT は学びの支援ツール」という位置づけで、デジ

タルメディアによる作品の自己評価や提出、表現技法の向上、グループ内の情報共有、コミュニケー

ション・コラボレーションなどを体験、実践できる協働学習に取り組ませていく。 

 

ICT 活用場面 1　　　 

 

 

 

 

 

 

各自の実習の自己評価から、作業を振り返り、課題を設定し、アドバイスなど情報共有をする。作

業過程の写真や動画を残すことにより、自己評価が手軽にできるとともに、他者と比較することによ

って、自分の課題に気づくことができる。 

タブレット端末上で資料の伝達・共有を行うことで、ICT 機器を活用したプレゼンテーション能力 

の向上や生徒同士のコミュニケーションの活性化が期待できる。 

 

ICT 活用場面２ 

 

 

 

 

生活や社会の中から問題を見出して課題を解決する活動の中で、課題の設定や解決策の具体化の

ために、情報通信ネットワークを活用して情報を収集・整理したり、実践の結果をコンピューターを

用いてわかりやすく編集し、発表したりする力を身に着けさせる。 

また、課題解決の手だてを調べ、同じ課題を持つ者と意見を交換することにより、多角的な視点で

考えさせる。そして新たな気付きの場とし、各自の知識を深めさせる。 

 

ICT 活用場面３ 

 

 

 

 

 

授業で学んだことを踏まえて、今後の調理を行う際の留意点として考えを深め、家庭での実践につ

なげていく。 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

調理実習における作業工程を確認、実際の様子を記録し、技能の向上に活かす。
PowerPointの編集による相互の意見交換を行い、自らの課題に気づき、その解決に取り
組む手だてを考える。 

B1 個に応じた学習 ：一人一人の習熟の程度などに応じた学習

課題に合わせて調べ学習を行い、課題解決のための調理計画を作成する。 
B2 調査活動 ：インターネット等による調査 
B3思考を深める学習：考えを深める学習 

 

課題を解決するための調理実習を行い、PowerPointに追記、行った振り返りをクラスで
発表、さらに深めていく。 

C1 発表や話合い：自分の考えや調理の結果をていじ・交換しての発表や話し合い 
C2 協働での意見整理：複数の意見や考えを議論して整理 
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４　単元の指導計画と評価規準 
（１）単元の目標 

「煮込みハンバーグ」の調理を通して食生活に関心をもち、調理や食品の選び方についての基礎

的・基本的な知識及び技術を習得するとともにこれからの食生活をよりよくするための工夫がで

きるようにする。 
① 肉の調理について・ハンバーグの作り方 
② 個人によるハンバーグの調理実習 
③ よりおいしくするために自己の課題を見つけ解決策を考え、調理計画をたてる。 
④ 解決策を取り入れた調理実習を行い記録し、結果を発表する。 

 
 時

間

○ねらい 
・学習内容

評価規準・評価方法

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 　　　

 
 
 
 
１

○肉の品質の見分け方や調理上の性

質、衛生的な取扱い方について理解

し、調理計画を作成しよう。 
 
・ひき肉の表示や衛生的な扱い方、ハ

ンバーグの作り方について教科書を使

用して調べる。 
・ハンバーグの加熱の仕方と調理用具

の安全な取扱い方に留意しながら調理

計画を作成する。 

・肉の品質の見分け

方や調理上の性質に

ついて理解している。 
・ハンバーグの材料

の役割を知り、加熱調

理の要点について理

解している。 
・肉や調理用具の安

全と衛生に留意した

取り扱い方について

理解している。

 
・肉などの食品や調

理用具の安全と衛生

に配慮し、調理実習

で実践できるように

調理計画をたてるこ

とができる。

 
・ハンバーグの調理に

関心を持ち、調理技術

を習得しようとしてい

る。 

  
 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２

〇調理に必要な手順や時間で、安全と

衛生に留意しながらハンバーグの調理

を行う。 
・ハンバーグの中心まで火を通すため

の整形・加熱の工夫やうまみを閉じ込

める加熱方法などに留意する。 
 
〇「ジューシー&ふっくら」したハン
バーグを作るためにプラスする材料や

調理法を調べよう。（IC機器の活用） 
・「ジューシー」「ふっくら」の観点よ

り必要な情報を収集・整理する。 
・選んだ材料や調理法ごとにグループ

を作り、内容を深める。 
○自分の目的に応じたハンバーグの調

・材料に適した加熱

調理の仕方について

理解しているととも

に基礎的な日常食の

調理が適切にできる。 
 
 
 
・観点に応じたハン

バーグの調理法につ

いて収集・整理するこ

とができる。 
 
 
 

・観点に応じたハン

バーグの調理法につ

いて収集・整理した

情報を活用して考

え、工夫している。 
 
 
・日常の調理におけ

る食品の選択や調理

の仕方、調理計画に

ついて問題を見出し

て課題を設定するこ

とができる。 
 
 

・用途に応じた食品の

選択について理解して

いる。 
・材料に適した加熱調

理の仕方について理解

している。 
 
 
・課題を持って、 
安全で豊かな食生活に

向けて考え、工夫しよ

うとしている。 
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５　本時の指導計画 
 
（１）本時のねらい 
・【観点】知識・技能　 
　　「ハンバーグの調理」の基礎的知識と技術の習得を通して生活と技術との関わりについて考え

を深めよう。 
・【観点】思考・判断・表現力　 
考察したことを根拠や理由を明確にして論理的に表現しよう。 

　　・【観点】主体的に学習に取り組む態度 
ハンバーグの自己の課題を解決し、これからの生活を展望して食生活を工夫し創造しよう。 
 

（２） 本時の展開 
 

 理計画を作成しよう。　　 
・集めた情報を活用して用途に応じた

ハンバーグの作り方についてグループ

で話し合う。 
・調理に必要な手順や時間、材料を考

えて調理計画を作成する。

・材料に適した加熱

調理の仕方について

理解し、基礎的な日常

食の調理が適切にで

きる。 
 

・調理に必要な手順

や時間を考え、調理

計画を考え、工夫し

ている。

 
（「ふっくらジューシ

ー」に仕上げるために

加える材料の例）

  
 
２

○「衛生・安全・協力」に留意し、オ

リジナルな煮込みハンバーグの調理が

できる。 
・計画に基づき、実習する。 
・自分たちの工夫がどのような結果に

なったのか、他の班とも比較する。

・肉や調理用具の安全

と衛生に留意した取り

扱い方ができる。 
・それぞれの食材の

調理に対する影響に

ついて理解できる。

・観点に応じたハン

バーグの調理法につ

いて収集・整理した

情報を活用して考

え、工夫している。

  
 
 
 
１

○実習を振り返り、材料のはたらきを

考えることができる。 
・自分たちの工夫がどのような結果に

なったのか、他の班とも比較しながら

相互評価を行う。 
・加えた材料がハンバーグにあたえた

影響や実際に調理してみての感想や今

後改善していきたいことなどを発表す

る。

・考察したことを根

拠や理由を明確にし

て論理的に表現する

ことができる。 
・他者の意見を聞き、

自分の意見との相違

点や共通点を踏まえ、

計画・実践等について

評価、改善することが

できる。

 
 
 
 
・課題解決に向けた

一連の活動について

考察したことを論理

的に表現している。

・進んで生活を工夫し、

創造し、実践しようと

している。 
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 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　 
　●評価基準【観点】

 導

入 
 
５

分

1.前時の学習内容を想起し、本時の学
習の見通しを立てる。 
(1) 前時の学習を振り返る。 
・班ごとの課題を確認する。 

PowerPoin　で題名を紹介 
 

 
◇ICT活用場面１ 
 

 展

開 
20 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
分

2.　課題ごとに班で発表を行う。 
(1) 加えた材料がハンバーグにあたえ
た影響や実際に調理してみての感想や

今後改善していきたいことなどを発表

する. 
 
課題例 
・「生焼けを防ぐ」 
・「焦がさない調理法」 
・「よりふっくらと仕上げる材料は？」 
・「よりジューシーに仕上げる調理法

は？」　　　　　　など　 
 
(2)気づいたことやより深めたいこと
についてパワーポイントのシートに入

力する。 
 

(3) 自分たちの工夫がどのような結果
になったのか、他の班とも比較しなが

ら相互評価を行う。 
 
 

〇解決策について理由や科学的な根拠を示しながら発表

させる。 
●より良い調理法に対して関心を持っている。 
◇ICT活用場面３ 
 
 
 
 
〇自分たちの工夫がどのような結果になったのか、他の

班とも比較させる。（多角的な視点での見方・考え方の

育成） 
●それぞれの食材や調理法の調理に対する影響について

理解できる。 
●調理実習の反省から課題を見つけ、その解決を目指し

て情報収集を行い、新たな手立てを見出している。 
〇家庭での調理に活かせるようにポイントを工夫してま

とめさせる。 
●実習を振り返り、材料のはたらきを考えることができ

る。 
〇観点に応じたハンバーグの調理法について収集・整理

した情報を活用して考えを深めさせる。 
●考察したことを根拠や理由を明確にして論理的に表現

することができる。

 終

末 
10 
分

3本時のまとめ　 
・学習を終えてもっと知りたいこと、

疑問に思ったこと,これからの実践に
活かしたいことなどをまとめる。

 
●他者の意見を聞き、自分の意見との相違点や共通点を

踏まえ、計画・実践等について評価、改善することができ

る。 

課題についての解決策とその実証調理について発表し、調理への理解を深めよう。

（A１　教師による教材の提示） 

作成した PowerPoin を基に振り返りを行う。

各自の発表への　コメント 

C2 協働での意見整理 

C3 協働制作



特別支援学級　１１・１２・１３組　自立活動　学習指導案 

 

期　日　令和６年１１月７日（木）５校時 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　１６名（男子８名　女子８名）   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　佐々木　翔大（Ｔ１）           

小内　真由美（Ｔ２）           

北井　　里沙（Ｔ３）           

 

１　主題名　「Skill up challenge 〜様々な課題に挑戦しよう！〜」 

 

２　主題設定の理由 

（１）生徒の実態 

本学級には、知的障害特別支援学級（１１・１２・１３組）として１６名（３年生７名、２年生５名、１年生４

名）の生徒が在籍している。学習に対して意欲的であり、できると感じた課題や活動には自分から取り組もうとする

が、少しでも難しいと感じた課題や活動では、すぐに諦めてしまうことや取り組もうとしないことがある。難しいと

感じたことに挑戦して達成感を味わった経験が少ない生徒も多く、小さなことから達成していく経験を積ませ、でき

ることを増やして自信をつけていってほしいとの思いから、本主題を設定した。 

（２）主題について 

本主題では、①全体課題 ②個別課題 ③選択課題の３種類の学習を行う。全体課題は、様々な体の動きを経験する

ことを目的とする。個別課題は、課題に繰り返し取り組むことでできるようになっていく実感を持たせ、自信をつけ

ることを目的とする。選択課題は、初級編〜達人編までの様々な課題に取り組んでいく中で、自分の得意・苦手を知

り自己理解につなげること、課題を達成していくことで主体的に行動しようとする意欲につなげること、自己選択・

自己決定の経験を積ませることを目的とする。年間を通して繰り返し指導することで、様々なスキルの定着を図る。 

（３）指導・支援について 

指導にあたっては、タブレットを活用して生徒が主体的に学習課題に取り組めるようにする。複数の教員で学習を

サポートするため、担任以外の教員とのコミュニケーションの場面を多く設けるため、３クラス合同での学習とす

る。個別で行う学習は教室内、体を動かす学習はオープンスペースを使用するなど活動スペースを分け、集中して課

題に取り組めるよう環境を整える。本主題の中で学習した内容を日常生活でも意識することができるよう、各教科や

学校生活における指導・支援との関連を図っていく。 

 

３　研究主題との関わり 

 

ICT 活用場面１ 

 

 

「生徒１人１人の特性に応じた個別課題を作成すること」「視覚的に分かりやすい授業にすること」「学習への抵抗

感の軽減を図ること」ができたことが、特別支援学級における ICT 活用のメリットである。ICT を活用することによっ

て、従来のプリント中心の学習では限界があった１人１人の特性に応じた課題を作成すること、写真やグラフなどの

視覚的に理解を促す教材を提示しやすくなり、学習への理解度が高まった。その結果、プリントが中心の授業より、意

欲的に学習を進められるようになった。さらに、筆記をタイピングに置き換えたことで、筆記に抵抗感を示していた生

徒の表現方法を増やすことができた。本主題をとおして、ICT 機器を活用することで生徒の主体的な学習を促していき

たい。 

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

「個別課題・選択課題の場面で主体的にタブレットを活用し、自らの課題に挑戦する（B1）」



４　生徒の実態 

 

５　目標 

・様々な課題に挑戦し、個別の目標を達成することができる。 

 

６　指導計画 

※学期ごとに１〜３を繰り返す。 

７　本時の指導計画 

（１）本時のねらい 

 氏名 本時に関わる実態

 A ・こだわりが強く、取り組んでいる作業を中々止められない。量を調整することで切り替えられる。

 B ・手指の巧緻性に課題があるが、ゆっくり手順を確認しながら行うことで細かな作業ができる。

 C ・１日の生活リズムに課題があり、登校日数は少ない。学習には意欲的に取り組むことができる。

 D ・順序立てて話すことに課題があるが、話す順番を事前にイメージすることで話すことができる。

 E ・自分の気持ちを分かりやすく伝えることに課題があるが、紙に書くことで話すことができる。

 F ・テンションが上がると話したいことが伝わらなくなるが、落ち着かせることで話すことができる。

 G ・カタカナを読むことに課題があるが、練習して読めるようになりたいという気持ちが強い。

 H ・語彙が少ないことで話が伝わらないことがあるが、要点を質問することで話すことができる。

 I ・要求をはっきり話すことに課題があるが、好きなことであれば伝えられるようになってきた。

 
J

・友達の名前をあまり覚えられず、出来事を話すことが難しい。「誰が？どこで？何をした？」と 

　質問をしながら聞くことで、伝えることをイメージすることができる。

 K ・話がまとまらなくなってしまうことが課題だが、話す前に整理することで話すことができる。

 
L

・短期記憶が弱く、持ってくる物や行動を忘れてしまうことがある。文字情報で示すことで、覚えて 

いられることが多い。

 M ・伝えたいことが伝わらないことがあるが、質問をしていくことで話すことができる。

 N ・活動の切り替えが課題だが、タイマーを使うことで少しずつ切り替えができるようになってきた。

 O ・話があちこちに飛んでしまうことがあるが、事前に話すことを決めることで話すことができる。

 P ・困ったときに１人で固まってしまうことがあるが、肯定的な声をかけていくことで行動ができる。

 過程 授業目標 授業時数

 １ レディネステストを実施し、自分の課題を知る。 １

 ２ 全体課題・個別課題・選択課題に取り組むことができる。 本時１８／３３

 ３ 学期の取り組みを振り返り、自己理解を深めることができる。 １

 氏名 目　　　標

 A ・タイマーを使い、好きな活動→苦手な活動の切り替えをすることができる。

 B ・ゆっくり丁寧に、すずらんテープを３つ編みで編むことができる。

 C ・学校を休んでいた日の１日の振り返りをプリントに書くことができる。

 D ・「交流級の授業で学んだこと」を順序立てて、伝えることができる。

 E ・自分に関する質問をスライドにまとめて、人に話すことができる。

 F ・ゆっくり落ち着いた口調で、担任の先生と会話をすることができる。

 G ・記憶力トレーニングかカタカナの読み書きのどちらかを選んで、取り組むことができる。

 H ・「デイサービスでしたこと」をテーマに、教員と会話をすることができる。



 

（２）本時の展開 

 I ・「ぼくは◯◯をしたいです」と自分の要求をはっきり伝えることができる。

 J ・写真を見て、友達の名前を使いながら「どこで？誰が？何をした？」の順で話すことができる。

 K ・伝えたいことを端的に伝えながら、教員と会話をすることができる。

 L ・言葉の違いをよく聞きながら（見ながら）、指定された物を持ってくることができる。

 M ・時間内に机・ロッカーの整理整頓と、教員との会話をすることができる。

 N ・タイマーを使い、好きな活動⇄苦手な活動の切り替えをすることができる。

 O ・伝えたいことを自分で決めて伝えることができる。

 P ・困ったときに自分から教員や級友に声をかけて、助けを求めることができる。

 配時 学習活動 指導上の留意点（※指導の手立て　＊評価の観点） 備考

 

導入 

５分

１　挨拶をする。 

２　本時の目標・授業の 

約束を確認する。

・号令係の号令で、元気な声で挨拶をする。 

・本時の目標・授業の約束を、モニターを使って確認する。 

※はっきりと話すことができるように、言葉がけをする。 

◇ICT 活用場面１ 

 

 課題　様々な課題に挑戦し、個別の目標を達成しよう！

 

展開 

３８分

３　全体課題に取り組む。 

 

 

 

 

４　個別課題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

５　個別課題の評価 

６　選択課題に取り組む。

・本時の全体課題「全員で体操」に取り組む。 

※生徒から見える位置で、見本を見せる（Ｔ１・Ｔ２・Ｔ３）。 

◇ICT 活用場面２ 

 

 

・個別課題に必要な物を準備して、課題に取り組む。教室の物

を使う場合は、許可を取ってから借りる。 

※１３組の生徒に対して、個別の指導・支援をする（Ｔ１）。 

※１１組の生徒に対して、個別の指導・支援をする（Ｔ２）。 

※１２組の生徒に対して、個別の指導・支援をする（Ｔ３）。 

◇ICT 活用場面３ 

 

 

＊個別課題の取り組み状況を見て、個別に達成度を評価する。 

・取り組む課題を決めて、選択課題に取り組む。 

・課題に取り組むとき、チェックをしてもらうときに自分から 

コミュニケーションが取れるように言葉がけをする。 

※教室内で学習編・生活編のサポートをする（Ｔ１）（Ｔ２）。 

※オープンスペースで運動編のサポートをする（Ｔ３）。 

※生徒 Lに対して、課題を選択できるよう支援をする（Ｔ１）。 

※生徒 Gに対して、課題を選択できるよう支援をする（Ｔ２）。 

◇ICT 活用場面４ 

 

 

 

 

 

 

個別課題 

シート 

 

 

 

 

 

 

 

選択課題 

シート

「全体課題をモニターに表示し、一斉に体操に取り組む（A1）」 

「タブレットを使用した課題に取り組み、個別の目標を達成する（Ｂ1）」

「タブレットを使用した課題に対して、主体的に取り組む（Ｂ1）」 

「目標・授業の約束をモニターに表示し、授業の見通しを持たせる（A1）」



 

８　評価 

 

９　教室環境図 

※空席は自閉症・情緒障害学級の生徒

 

まとめ 

７分

まとめ　様々な課題に挑戦し、個別の目標を達成することができたか。

 ７　振り返りを記入する。 

 

 

８　振り返りを発表する。 

９　教師の話を聞く。 

１０　挨拶をする。

・自己評価カードに本時の振り返りを記入する。 

※本時の学習を振り返ることができるように、学習内容や 

頑張っていたことを伝える（Ｔ１・Ｔ２・Ｔ３）。 

・「発表お願いします」と声をかけて、振り返りを発表する。 

・本時の取り組みを評価し、次時以降の意欲につなげる。 

・号令係の号令で、元気な声で挨拶をする。

自己評価 

カード

 氏名 評　　　価

 A ・タイマーを使い、好きな活動→苦手な活動の切り替えをすることができたか。

 B ・ゆっくり丁寧に、すずらんテープを３つ編みで編むことができたか。

 C ・学校を休んでいた日の１日の振り返りをプリントに書くことができたか。

 D ・「交流級の授業で学んだこと」を順序立てて、伝えることができたか。

 E ・自分に関する質問をスライドにまとめて、人に話すことができたか。

 F ・ゆっくり落ち着いた口調で、担任の先生と会話をすることができたか。

 G ・記憶力トレーニングかカタカナの読み書きのどちらかを選んで、取り組むことができたか。

 H ・「デイサービスでしたこと」をテーマに、教員と会話をすることができたか。

 I ・「ぼくは◯◯をしたいです」と自分の要求をはっきり伝えることができたか。

 J ・写真を見て、友達の名前を使いながら「どこで？誰が？何をした？」の順で話すことができたか。

 K ・伝えたいことを端的に伝えながら、教員と会話をすることができたか。

 L ・言葉の違いをよく聞きながら（見ながら）、指定された物を持ってくることができたか。

 M ・時間内に机・ロッカーの整理整頓と、教員との会話をすることができたか。

 N ・タイマーを使い、好きな活動→苦手な活動の切り替えをすることができたか。

 O ・伝えたいことを自分で決めて伝えることができたか。

 P ・困ったときに自分から教員に声をかけて、助けを求めることができたか。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒板

N P J MF L
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B GD A 
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モニター



 
令和６年度　学校研究発表会　プレ授業 

 
１　訪 問 形 態　　全教科（特支含む）による公開授業並びに指導・助言 
 
２　訪 問 期 日　　令和６年 7月 11 日（木）４、５、６校時 

 

３  当日の日程　　　朝読書カット、４５×３＋５０×３、昼休みに帰りの会 

　　朝 の 会　　　８：３０～　８：３５　　 

　　午 前 中　　　８：４５～　９：３０　　（第１校時　45 分授業） 

　　　　　 　　　 　　９：４０～１０：２５　　（第２校時　45 分授業） 

　　　　　　　　　　１０：３５～１１：２０　　（第３校時　45 分授業） 

　　公 開 授 業　　１１：３０～１２：２０　　（第４校時　50 分授業） 

　　給 食　　１２：２０～１２：５５　　 

　　帰 り の 会　　１２：５５～１３：２０　　 ※終わり次第昼休み 

　　公 開 授 業　　１３：２０～１４：１０　　（第５校時） 

　　公 開 授 業　　１４：２０～１５：１０　　（第６校時） 

　　全 体 会　　１５：２５～１５：４５　　特活室 

　　分 科 会　　１５：４５～１６：２０　　各教室 

 

４　指　導　者 
　《朝霞第三小学校　　松本校長　　》 
　《朝霞市教育委員会　手島主幹》 
　《朝霞市教育委員会　上野指導主事》 
 
５　全体会　　会場　特活室　　　　司会　教頭 

①　あいさつ　　　　　　　　 校　　長 
②　指導講評　　　　　　　　 松本校長、手島主幹、上野指導主事 

 
６　分科会　　会場　各教科で設定 

① プレ授業を受けて研究協議会 
② 適宜指導者の先生が巡回し、指導 

 
公開授業 
４校時 

 
５校時 

 
６校時 

 教科 授業者 場所 参観者 分科会会場
 国語 清水　悠太 教室　2-5 上野指導主事 2-7（２Ｆ）
 数学 齋藤　雄哉 教室　3-5 上野指導主事 2-5（２Ｆ）
 特別支援 川嶋　航 10 組 上野指導主事 １２組（２F）

 教科 授業者 場所 参観者 分科会会場
 理科 猪股　若菜 第二理科室（2-4） 上野指導主事 2-6（２Ｆ）
 音楽 菊田　茉優 第二音楽室 手島主幹 2-4（２Ｆ）
 体育 安田　光貴 体育館(3-1,2,3) 松本校長 特活室（２Ｆ）

 教科 授業者 場所 参観者 分科会会場
 英語 浅見　真充 教室　1-2 上野指導主事 2-2（１Ｆ）
 技術 安達　正晃 技術室(1-1) 上野指導主事 2-8（２Ｆ）
 社会 神﨑　士龍 教室　2-8 松本校長 2-1（１Ｆ)
 美術 雁部　真白 第二美術室(3-2) 松本校長 2-3（１Ｆ）

※７月に実施した校内プレ授業の概略です。



第２学年５組普通科学習指導案 

期　日　令和６年７月１１日（木）４校時 

生徒数　３７名 

授業者　清水　悠太 

１　単元名　読書への招待②『坊っちゃん』 

 

２　本時の指導計画 

　　（１）本時のねらい 

    ・本や文章などには、様々な立場や考え方が書かれていることを知り、自分の考え方を広げた

り深めたりする読書に生かしている。【知識・技能】 

　　　　・「読むこと」において、観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、

表現の効果について考えている。【思考力・判断力・表現力】 

 　（２）本時の研究主題との関わり 

 

 

　　　 

ICT 活用場面 1 

 

 

 

　　　　　近代作品に興味を持たせるために、作品の映画や漫画の画像を効率よく紹介できる。 

 

　ICT 活用場面 2 

 

 

 

　　　　　他の班員と共有することで、生徒が一人では気づけなかった作品の良さに気づける。 

　　　　　　また、Teams にアップすることで黒板に書かせたりするよりも、効率よく全体と

共有でき、授業後いつでも簡単に確認できる。 

 

 

　 

 

　　　　 

 

 

 

 

 

 

　　研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

 調べたことを班ごとにホワイトボードアプリでまとめ、Teams の投稿機能を使って 

学級全体に共有する。(C2)

　参考資料を大型モニターに提示する。(A１)



（３）本時の展開 

 

 時 学習内容・学習活動 〇指導上の留意点　◇ICT 活用場面　●評価基準【観点】

 　

導

入 

３ 

分

(1)本時の課題の確認 

・学習課題に対して疑問を持たせ

る。

◇ICT 活用場面 1 

 

 

〇授業者が事前に作成した他の近代作品の魅力をまとめた

のを提示し、授業の見通しをもたせる。 

 

 展

開 

７ 

分 

 

 

１

５ 

分 

 

 

 

 

１ 

５ 

分

(2)個人活動 

・教科書の本文から「主人公」「あ

らすじ」「表現」の三つの視点か

ら『坊ちゃん』の魅力について

考える。 

 

(3)班活動 

・三つの視点について考えたこと

を班でホワイトボードアプリに

まとめ、Teams を使って学級全

体で共有する。 

 

(4)発表 

・班でまとめたのを全体に発表す

る。

 

〇班の中で考える視点を分担させる。 

※六人班の場合は各視点二人ずつ。 

〇なるべく自分の知識や経験などを関連付けて書かせる。 

 

 

◇ICT 活用場面 2 

 

 

 

 

 

 

〇共感したことや良いと思った意見をワークシートにメモ

するように指示する。

 終

末 

１

０ 

分

（4）本時のまとめ 

・ワークシートに「本時で学んだ

こと」を書く。

●『坊っちゃん』の魅力について多様な視点から考えること

ができ、他の人の意見や、自分の知識と経験とを関連付け

て作品に対する理解を深めている。【思考・判断・表現】

　課題　『坊っちゃん』は、なぜ現代まで多くの人を魅了してきたのだろうか。

ホワイトボードアプリで班員の意見をまとめ、

Teams の投稿機能を使って全体に共有することで、

本時の学習課題に対する理解を深める。(C2)

大型モニターを活用し、参考資料を提示する。(A1)



第２学年８組社会科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年７月１１日（木）６校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　３８名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　神﨑　士龍 

１　単元名　江戸幕府の成立と支配の仕組み 
 
２　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 
・江戸幕府の全国支配の仕組みについて、資料の読み取りや協同的な学習を通して考察し、その過程

や結果を適切に自分の言葉で表現する。【思考力・判断力・表現力等】 
（２）本時の研究主題との関わり 
 
 

ICT活用場面１ 
 
 
 
生徒の興味関心が沸くような本時の学習事項に関わる教材を提示し、本時の学習への意欲付けを

し、学習課題を確認する。視覚資料等を手軽に用意しやすく、生徒にも見やすい。 
 
 
 
 
 
ICT活用場面２ 
 
 
 
かつてジグソー法の手法を取り入れた学習をする際は紙媒体の資料を活用して行っていたが、ク

ラウド上に資料を保存することで、印刷が不要。また、タブレット端末上で資料の伝達・共有を行

ったことで、ICT機器を活用したプレゼンテーション能力の向上、生徒同士のコミュニケーション
活性化が期待できると考える。 
OneDriveに共有する資料の一例　　　エキスパート活動　　　　　　ジグソー活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとプレゼンテーションソフトで導入教材を提示し、生徒の学習意欲を喚起する。

（A１）

OneDriveの中に教員が用意した資料を活用した、知識構成型ジグソー法の手法を取り入れた
学習活動。（C２）



（３）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　　●評価基準【観点】
 導

入 
 
分

(1)本時の課題の確認 
・学習課題に対する自分の考えを記述

する。 
 
 
 
 

◇ICT活用場面１ 
 
 
 
〇「大名行列」など小学校での学習事項も想起させ、学習課題

に対する興味関心を引き立てる。

 展

開 
 
分

(2) エキスパート活動 
・①大名の配置②武家諸法度③財政　　

の３種類の資料のうち一つを担当し

読み取れることや分かることを記入

する。 
・グループごとにエキスパート活動の

内容について意見を交換・共有し、自

身の資料の内容を深め合う。 
(3)ジグソー活動（３~４人班） 
・エキスパート活動での情報を発表し

合い、それぞれの視点・資料から分か

ったことを共有する。 
・ジグソー活動を通して分かったこ

と、本時の課題に対する考えをまと

める。 
(4)クロストーク 
・ジグソー活動を通して考えた学習課

題に対するまとめを発表し、Teams
に投稿して意見を全体共有する。 

 
 
 
 
 
 

◇ICT活用場面２ 
 
 
 
 
 
 
 
〇タブレットの拡大機能などを活用させながら、他者に伝わる

発表をさせる。 
〇資料を写すのではなく、他者の発表を聞いて、それを自分の

言葉で記入するように指導する。 
 
 
◇ICT活用場面３ 
 
 
 
 
●江戸幕府の全国支配の仕組みについて、資料の読み取りや協

同的な学習を通して考察し、その過程や結果を適切に自分の

言葉で表現している。【思考・判断・表現】

 終

末 
5 
分

(5)本時のまとめ　 
・学びの軌跡（単元の振り返りシート）

に本時の振り返りを記入する。

課題　江戸幕府は、どのように全国を支配したのだろう？

OneDrive の中に教員が用意した資料を活用した、知識構

成型ジグソー法の手法を取り入れた学習活動。（C２） 

エキスパート学習での読み取り資料、ジグソー活動でのプ

レゼン資料として活用する。

大型モニターとプレゼンテーションソフトで導入教材を提

示し、生徒の学習意欲を喚起する。（A１） 

クロストークの活動の際、Teams の投稿機能を使い、模

範となる生徒のまとめを全体で共有し、本時の学習課題に

対する理解を深める。（C１）

生徒のまとめのイメージ



大型モニターとデジタル教科書で導入教材を提示し、生徒の学習意欲を喚起する。（A1）

PowerPointを使い、課題解決するために思考のシミュレーションを行う（B3）

第３学年５組数学科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年７月１１日（木）　４校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子　１９名　女子　１８名　計　３７名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　教諭　斎藤　雄哉 

１　単元名　　　　　　２次方程式の利用 
 
２　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 
・いろいろな２次方程式を，適当な方法で解くことができる。【知識・技能】 
 

（２）本時の研究主題との関わり 
 
 

ICT活用場面１ 
 

  

 
ICT活用場面２ 
 

 

 
ICT活用場面３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

Appleクラスルームを用いて、学級全体に解法を提示する（C1）



（３）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　　●評価基準【観点】
 導

入 
 
５ 
分

(1)本時の課題の確認 
・課題を理解する 
 
 
 
 
 

 
◇ICT活用場面１ 
 
 

 展

開 
 
分

(2) 個別学習 
・上記の問題を図で示す。 
 
(3)グループ学習 
・それぞれの考えをもとに、グループ

で意見交換し、解答を求める 
(4)全体学習 
・全体で答え合わせを行う 
 
 
 
 
(5)発展学習 
・班で類題を作成する。 
予想される反応 
「道を２本にする」 
「道が斜めになる」 

◇ICT活用場面２ 
 
 
 
○わからない生徒には、できる生徒が指導するようにする。 
◇ICT活用場面３ 
 
 
 
○立式が複数考えられるので、その意図を大事にする。 
●いろいろな２次方程式を，適当な方法で解くことができる。

【知識・技能】 
 
○因数分解で解けない問題は、平方完成や解の公式で解くよう

に支援する。

 終

末 
５ 
分

(6)本時のまとめ 
本日、学んだことを班の中で共有する。

 
○自分が学んだことを班員に説明し、共有させる。

PowerPoint を使い、課題解決するために思考のシミュレ

ーションを行う（B3）

縦が 11 m，横が 10 mの長方形の土地に，縦と横に同じ幅の通路をつくり，残りを畑にします。 
はば

畑の面積を 90 m2にするには，通路の幅を何mにすればよいでしょうか。 

大型モニターとデジタル教科書で導入教材を提示し、生

徒の学習意欲を喚起する。（A1）

Apple クラスルームを用いて、学級全体に解法を提示する

（C1）



第２学年４組理科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年７月１１日（木）　４校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子２０名　女子１８名　計３８名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　猪股　若菜 

１　単元名　生物のからだのつくりとはたらき 
 
２　本時の指導計画 

（１）本時のねらい 
・植物における吸水と蒸散の関係について、資料の読み取りや協同的な学習を通して考察し、自分の

言葉で適切に表現する。　【思考・判断・表現】 
（２）本時の研究主題との関わり 
 
 

ICT 活用場面１ 
 
 
 
写真や動画を用いて本時の学習事項に関わる教材を提示し、本時の学習への興味関心を引き立てる。 
 
 
 
 
ICT 活用場面２ 
 
 
 
タブレット端末上で資料の伝達・共有を行うことで、ICT 機器を活用したプレゼンテーション能力 

　　　　の向上や生徒同士のコミュニケーションの活性化が期待できる。 
 
 
 
 
 

 
ICT 活用場面３ 
 
 
 
 
 
 
 

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとプレゼンテーションソフトで、既習事項を提示し、生徒の学習意欲を喚起す

る。（A１）

teams の中に教員が用意した資料を活用した智識構成型ジグソー法の手法を取り入れた学習活

動。（C２）

クロストークの活動の際、PowerPoint を用いて、各グループのまとめを全体で共有し、科学

的な見方・考え方にせまる。（C１）

OneDrive に共有する資料の一例　 　　　ジグソー活動の様子　　　わかったことを班でまとめる様子

クロストーク

吸水 蒸散



（３）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT 活用場面　　●評価基準【観点】

 導

入 
10 
分

(1)既習事項の確認 
　・吸水…植物が水を吸い上げること。 
　・蒸散…根から吸い上げられた水が、 
　　　　  葉から水蒸気となって出て 

いくこと。 
 
 
(2)本時の課題の確認 
 
 
・課題に対する自分の考えをワークシ

ートに記述する。

◇ICT 活用場面１ 
 
 
 
○根から吸い上げられた水はその後どうなるのかを、小学校で

の学習事項も動画を見ながら想起させ、学習課題に対する興

味関心を引き立てる。

 展

開 
35 
分

(3)エキスパート活動（３～４人班）  
・①植物の葉の表皮の表と裏のちがい 
　②気孔の役割 
　③植物の部分による吸水量のちがい 
　①～③の小課題の資料のうち、1 つ

を担当しわかることを記入する。 
・グループごとにエキスパート活動の

内容について意見を交換および共有

し、自身の資料の内容を深め合う。 
(4)ジグソー活動（３～４人班） 
・エキスパート活動での情報を発表し

合い、それぞれの視点・資料からわか

ったことを共有する。 
・ジグソー活動を通してわかったこ

と、本時の課題に対する考えをまと

める。 
(5)クロストーク 
・ジグソー活動を通して考えた学習課

題に対するまとめをタブレットで写

真に撮り、撮った写真を PowerPoint
のテンプレートに載せて、考えを全

体で共有する。

◇ICT 活用場面２ 
 
 
 
 
 
○資料を写すのではなく、他者の考えを聞いて、それを自分の 
言葉で記入するように指導する。 

 
 
○自分の担当した小課題の考察結果を他の班員にわかりやす 
く伝えるように指導する。 

○他の意見を取り入れ、自分の考えと関連付けることで、協働 
して本時の課題を解決するように促す。 

 
 
◇ICT 活用場面２ 
 
 
 
 
●吸水と蒸散の関係について、資料の読み取りや協同的な学習 
を通して考察し、自分の言葉で適切に表現している。 

【思考・判断・表現】

 終

末 
５ 
分

(6)本時のまとめ　 
・振り返りシートに、本時の振り返り 
を記入する。

 
○授業前と授業後の考えを比較させ、吸水と蒸散の関係を考え 
させる。

課題　植物の吸水と蒸散はどのような関係があるのだろうか

大型モニターとプレゼンテーションソフトで、既習事項

を提示し、生徒の学習意欲を喚起する。（A１）

クロストークの活動の際、PowerPoint を用いて、各グ

ループのまとめを全体で共有し、科学的な見方・考え方に

せまる。（C１）

OneDrive の中に教員が用意した資料を活用した智識構

成型ジグソー法の手法を取り入れた学習活動。（C２） 

エキスパート学習での読み取り資料、ジグソー活動での

プレゼン資料として活用する。



第１学年２組英語科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年７月１１日（木）　５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子１９名　女子１９名　計３８名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　浅見　真充 

Christopher Jenkinson 
１　単元名　 
 Grammar for Communication 1 「be 動詞と一般動詞」 
 
２　本時の指導計画 

（１）本時のねらい 
・　目上の人や初対面の人について情報を得るために、たずねたい質問内容を考え、be 動詞や一般動

詞を用いて質問している。【思考・判断・表現】 
 

（２）本時の研究主題との関わり 
 
 

ICT 活用場面１ 
 
 
 
 
 
　パターンプラクティスを行う際、口頭のみでは生徒にとって分かりづらい場合がある。英文変形の

指示を出す際に視覚情報も提示することで語順整序の手助けとなり、テンポ良く帯学習としての既

習事項復習を進めることができる。 
 
ICT 活用場面２ 
 
 
 
 
　生活班になり、教室にいる教員に質問したい内容を班で考え、実際にインタビューをする。班で１

つの Word ファイルを共同編集することで、「聞きたい内容」と「英語でどう聞けばよいか」等につ

いて、お互いにアイデアを出し合いながら話合いを進めることができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとプレゼンテーションソフトを用い

て視覚的に帯学習の際の指示を行い、生徒の思考

のヒントとなるようにする。（A1）

iPad を用いて、班ごとに word の文章を共同

編集しながら、先生に質問したいことを考え

る。（C1）



（３）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT 活用場面　　●評価基準【観点】

 導入 
10 分

(1) 帯学習 
ž スライドを見ながら、be 動詞／

一般動詞を用いた肯定文を口頭

で疑問文に言い換える。 
 
ž ペア単位で疑問文→答えの文を

口頭練習する。

◇ICT 活用場面１ 
 
 
 
 
○ 正しい語の選択・正しい語順に意識を払わせるだけでな

く、英語らしく発音することに注意させる。

 展開 
35 分

 
(2) グループ活動「先生への■個の

質問！」 
 

 
 
ž 生活班を作り、各々が各班に割

り振られた Word ファイルを開

く。 
 

ž 既習表現や教科書に載っている

表現をもとに、班で教員への質

問を考える。 
ž 各班で教室内の教員のところに

行き、班で考えた質問をたずね

る。教員の答えをメモする。 

 
 
 
 
 
 
◇ICT 活用場面２ 
 
 
 
○ それぞれの質問を誰がたずねるか決め、なるべく全員が質

問できるようにする。教員が答えた際には、質問者以外の

班員がメモを取る。 
l 目上の人や初対面の人について情報を得るために、たずね

たい質問内容を考え、be 動詞や一般動詞を用いて質問して

いる。【思考・判断・表現】

 終末 
5 分

(3) 自己評価 
ž 学習した内容を振り返り、自己

評価シートを記入する。

 
○ 授業内で気付いたこと、新たに分かったこと、疑問点など

を記入させる。

課題：　目上の人・初対面の人に、失礼のないように質問しよう！

大型モニターとプレゼンテーションソフトを用いて

視覚的に帯学習の際の指示を行い、生徒の思考のヒ

ントとなるようにする。（A1）

iPad を用いて、班ごとに word の文章を共同編集しなが

ら、先生に質問したいことを考える。（C1） 



第１学年６組 音楽科学習指導案 

 
期 日  令和６年７月１１日（木） 第５校時 
生徒数  男子２０名 女子１９名 計３９名 
授業者  菊田 茉優 

 
１ 題材名 アルトリコーダーを演奏しよう。 
 
２ 本時の指導計画 
（１）本時のねらい 
  ・アルトリコーダーの演奏をペアで撮影し合い、お互いの演奏を分析し、その過程での新しい発見

を通して、より良い演奏の仕方を考える。【思考力・判断力・表現力等】 
 
（２）本時の研究主題との関わり 
 

研究主題 学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成 
 
ICT 活用場面１ 
 
 大型モニターとパワーポイントを使い、生徒の学習意欲を喚起する。（Ａ１） 
 
 
 
 
 
 
 
前時の復習を口頭のみで行うと分かりづらい場合がある。クイズ形式で、視覚的に情報も取り入れなが
ら行うことで、よりわかりやすくなる。 
 
ICT 活用場面２  
 

ペアで演奏動画を撮影し合い、演奏の分析を行う。（C3） 
 
カメラの動画機能を使い、ペアで演奏動画を撮影する。お互いの演奏を聴き、
タンギングの仕方や姿勢、指の動かし方、音の長さを分析する。できなかっ
た部分を改善し、良い演奏ができるよう考えさせる。客観的に自分の演奏を
聴くことによって色々な発見ができる。 
 
 
 



（
５
分
）

（
５
分
）

終 

末

（
４
５
分
）

（３）本時の展開 

 
 
 
 
 

 時 ○学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◇ICT 活用場面 ●評価規準【観点】
  

 
導 
入 

○ストレッチ・発声練習 
〇前時の復習 
・リコーダーについてパワーポ
イントを使って確認する。 
〇本時の課題の確認 
 

◇ICT 活用場面１ 
大型モニターとパワーポイントを使い、生徒の学習意欲を
喚起する。（Ａ１） 
 
〇構造や構え方、姿勢について改めて確認させる。

  
 
 
 
 
 
 
 
 

展 
開 

 
 
 
 
 
 
 
 

○音階の復習（ドレミファソ） 
〇「喜びの歌」を演奏。 
・ピアノの伴奏に合わせながら

演奏する。 
 
〇「かっこう」の練習 
（個人練習→ペア練習） 
・お互いに動画を撮り合い、指の
動かし方やタンギングの仕方な
どの課題を見つける。 
 
・課題克服のための練習 
 
・もう一度動画を撮り、1 回目と
比較してみる。 
 
・ペアで合わせ 
 
〇最後に全体で合わせ。 
 

〇運指に気をつけながら演奏できるようにする。 
 
〇伴奏に合わせ、速度が速くなっても奏法は変えないよう
に注意させる。 
 
◇ICT 活用場面２ 

ペアで演奏動画を撮影し合い、演奏の分析を行う。（C3） 
 
〇お互いに演奏を分析し、できなかった部分を明確にワー
クシートに記入をさせる。お互いの演奏を分析し合うよう
に適宜声掛けを行う。 
 
●アルトリコーダーの演奏をペアで撮影し合い、お互いの

演奏を分析し、その過程での新しい発見を通して、より
良い演奏の仕方を考えている。 
【思考力・判断力・表現力等】 

 
 
〇構え方や姿勢に気をつけ、２パートの重なりを感じ取り
ながら演奏させる。

 〇本時のまとめを行う。（５分） 
・本時のまとめと自己評価表を
記入する。 
・次時の学習内容を知る。

 
○本時の内容を簡潔にまとめる。 
 
○次回の学習内容について触れておく。

お互いの演奏を分析し、より良い演奏をしよう！



3 学年 2 組美術科学習指導案 

期日   令和６年７月１１日（木）６校時 
生徒数  ３６名 
授業者  雁部 真白 

 
１ 単元名 １５歳の存在証明 
 
２ 本時の授業計画 
⑴本時のねらい 
・作品を鑑賞して、作品の造形的なよさを感じ取り作者の心情や意図と造形的な工夫などについて考え
を深める。（思考力・判断力・表現力等） 
⑵本時の研究主題との関わり 
 
ICT 活用場面１ 
Ipad と power point を活用した作品概要の作成。 
いままでの鑑賞活動では、作品説明を冊状に切ったものなどに記入し、鑑賞者はそれを読んでから作者
の心情やこだわりを確認していた。 
power point に作品画像を取り込み、直接矢印などで提示して作品説明を書きこむことで、視覚的に作品
説明を行うことができると考える。 
ICT 活用場面２ 
OneDrive/Teams での課題提出 
作品提出時に、上記で使用したデータをそのまま提出することができる。 
また、One Drive に共有することで、他クラスの作品や同じクラスの生徒の作品を見ることができる。 
 
⑶本時の展開 

 時 学習内容・学習活動 〇指導上の留意点 ◇ICT 活用場面 ●評価規準【観点】
 導

入 
５
分

⑴本時の課題の確認 
 

〇鑑賞時の注意を再確認する。

 展
開 
３
５
分

⑵鑑賞用資料の作成 
Power point に作品の画像を取り
込み、見てほしい場所や工夫した
場所に注釈を入れる。 
５分 
 
 

ICT 活用場面１ 
Ipad と power point を活用した作品概要の作成。 
 

 

 

 

〇細かい描写などは拡大した画像を添付し、より伝わりやすく提示で

目標 作者の人生を感じ取り、心情や考えを読み取り鑑賞をする

Power point に作品の画像を取り込み、見てほしい場所や

工夫した場所に注釈を入れ、スクリーンショットする。 

そのまま鑑賞時に提示し、作品概要として活用する。 



  
⑶鑑賞活動 
・作品とタブレット画面をひら
いたまま机に展示し、鑑賞をし合
う。 
・作品の造形や作者の心情に注
目して作品についての感想を記
入する。 
１０分 
 
 
 
 
・よかった作品について、前に出
て発表する。 
５分 
 
 
 
⑷感想記入 
題材のテーマに沿って、鑑賞を通
して感じたこと、これからの自分
の作品に生かせることなどをま
とめとして記入する。５分

きるように作成させる。 
 

ICT 活用場面２ 
Ipad と power point を活用した作品概要を見ての鑑賞活動。 
 

 

 

〇「すごいと思った」「上手だった」などの簡単な感想にならないように、学

習目標や作品制作にあたっての確認を行う。 
〇具体的な説明を入れ、どこに良さを感じたのかを言語化するよう指導す

る。 
●作品の造形的なよさを感じ取り作者の心情や意図と造形的な工夫などに

ついて考えている。【思考力・判断力・表現力】 
ICT 活用場面３ 
提出された作品をスクリーンに映しだす。 
 

 

 

 

〇自分自身と向き合うことから主題を見出すことができたか、自分らしさや

生命感をどこに反映したかなど、目標を意識して作品制作ができたかを確認

する。

 ま
と
め 
１ 
０
分

⑸まとめ 
作品の提出 
１０分

ICT 活用場面 
OneDrive/Teams での課題提出。 
 

 

 

〇感想用紙の回収を行い、次回の授業確認を行う。

タブレットに表示された作品説明と実際の作品を見ながら

本時の学習目標に沿うように鑑賞活動を行う。

Teams/onedrive へ課題提出をしてもらう。 

見切れなかった作品などはドライブ上で確認する。

画面に映った作品を指さしながら、作品についての説明を行う。



　第３学年１，２，３組保健体育科学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年７月１１日（木）５校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子６６名　女子０名　計６６名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　安田　光貴 

１　単元名　 
「器械運動」（マット運動） 

２　本時の指導計画 
（１）本時のねらい 
・　【観点】分析から課題を設定し、自分に合った練習方法を選んで練習しよう。（思考力・判断力・

表現力等） 
（２）本時の研究主題との関わり 
 
 

ICT活用場面１ 
 
 

 
（写真１）Teams上に模範動画を 

アップさせ生徒が常に 
みられる環境ある。　 

 
（写真２）視覚的に自身の演技を 

観察し、課題の明確化を 
図り、適切な課題解決方法を 
見付けることができる。　　　　　（写真１）　　　　　　　　（写真２） 

 
《メリット》自己の課題が視覚的に明確化される。　 
《デメリット》活動時間の確保が課題。 

 
ICT活用場面２ 
 
 
　 
　遅延する時間を設定し、演技した後 
すぐに映像を確認する。視覚的に 
課題を明確化させ、反復練習できる。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演技　　　　→　　　　　課題の確認 
《メリット》撮影者が不要。リアルタイムでフィードバックできる。 
《デメリット》録画機能が無いため十分な分析ができない。 
 

研究主題　学校 ICTを活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

自身の演技を撮影し、手本動画と二画面に並べ、演技の分析を図る。分析から課題を抽出し工

夫した練習の選択を行う。 

タイムシフトカメラ（遅延カメラ）を活用し、演技を毎回映像としてフィードバックさせる。



（３）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT活用場面　　●評価基準【観点】
 導

入 
 
分

・準備 
・ストレッチ１１種 
・慣れの運動 
　手押し車→前転、補助倒立→前転 
・基本技 
　自身が安定して行える技を選択する 
(1)本時の課題の確認 
・整列、挨拶、健康観察 
・ねらいの確認、本時の説明 
 

〇協力して安全に行うように声をかける。 
○場所の安全を確認しながら正確に行わせる。 
〇本時の課題に直接関係している動作であることを意識させ

ながら行わせる。 
〇自身の技能段階に応じた技を確実に選択できるように声を

かける。 
 
 
〇重点となる点を確認しながら、本時のねらいを確認する。

 展

開 
 
分

(2) 課題解決学習 
　　　　　場の設定 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
撮影①→分析→課題の抽出→ 
練習の選択→撮影② 
 
 
 
 

○ 
◇ICT活用場面１ 
 
 
 
 
 
●評価基準（思考力・判断力・表現力等） 
自身の演技の観察から課題を明確に抽出し、合理的な練習方法

を選択することができる。 
 
◇ICT活用場面２ 
 

 終

末 
 
分

(4)本時のまとめ　 
・整理運動、健康観察 
・動画を見る 
・振り返り 
・あいさつ

 
〇体調の変化や怪我の有無を慎重に確認する。 
〇動画から本時の成果を確認させ次回の課題を設定させる。 
〇学習カードに成果、次回への課題を記入させる。

課題　分析から課題を設定し、自分に合った練習方法を選んで練習しよう

①挑戦する演技を動画で撮影 

②teams から模範演技の動画と自身の動画を二画面で並

べて観察 

③teams 上もしくは教科書を使って練習方法を選択

タイムシフトカメラ（遅延カメラ）を使って演技を確認さ

せる



 
第１学年１組 技術・家庭科 技術分野 学習指導案 

期　日　：　令和6年7月11日（木）6校時 

生徒数　：　39名 

授業者　：　安達正晃 
 
１　単元名 「製作のための技能（木材）」 
 
２　本時の指導計画 

（１）本時のねらい 
前時までに小型ペンスタンドの製作を通して、工具を使用した部品加工を体験し、出来上がった

作品に対する個人のふりかえりを実施している。本時では、小型ペンスタンドの製作で得られた

各工具の使い方の経験や反省をグループで共有し、さらにクラス発表の活動を行う。この活動で

加工の技術の知識を共有して製作の技能を高め、今後のマルチラックの製作の実習での、次作品

への製作意欲を高めることをねらいとする。あわせて本過程を通して、材料と加工の技術の関心

を深め、理解を高めることを目的とする。 
（２）本時の研究主題との関わり 

 
 

本校の生徒は、小学校での PowerPoint による発表資料の製作や発表の経験が豊富で、ICT を取

り入れた学習活動は、常に高い意欲を持って取り組むことができ、また、基本的な IT リテラシ

ーは十分に身につけている。したがって、技術分野ではさらに踏み込み、「ICT は学びの支援ツ

ール」という位置づけで、デジタルメディアによる作品の自己評価、表現技法の向上、グループ

内の情報共有の容易さ、コミュニケーション・コラボレーションなどを体験、実践させ、学習活

動の活性化を促す。また、今後学習する、「D情報の技術」の橋渡しとしていく。 
 
ICT 活用場面１ 
 
 
 
各自の作品の自己評価から、各工程での工具の使い方の技能を振り返りと、使い方のアドバイス

など情報共有をする。製作過程の写真を残すことにより、視覚的に工具の使い方についての評価

が手軽にできる。 
 
ICT 活用場面２ 
 
 
 
他グループの発表を見ることによって、より多角的な視点で飲み方考え方、新たな気付きの場と

し、各自の工具の使い方についての技能を深めさせる。 
 
ICT 活用場面３ 
 

各工程での工具の使い方を中心に、PowerPoint の共同編集による相互の意見交換。 
（C2：協働での意見交換） 
（B4：表現・製作）

各班での、PowerPoint を活用した発表。 
（C１：発表や話し合い） 
（B4：表現・製作）

研究主題：学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

マルチラックのイメージ図から、工具の使い方の考えを深めさせる。 
（B３：思考を深める学習）



 
 
本時の授業で学んだことを踏まえて、今後のマルチラックの製作の実習へ向けての、各自の取り

組み目標について確認する。 
 

 
 
 

（３）前時の主な展開 

 
（４）本時の展開 

 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◇ICT活用場面 ●評価基準【観点】

 前

時

・小型ペンスタンドの製作の、個人で

のふりかえりとまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 

◇ICT 活用場面 
 
 
 
 
 
〇各工程（けがき・切断・けずり・穴あけ・くぎ打ち）

の写真から、うまくできたこと、できなかったことの観

点で、振り返りとまとめをさせる。

 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◇ICT活用場面 ●評価基準【観点】

 導
入

　５
分

（1）本時の課題の確認 
 
 

○製品を上手に仕上げるためには、正しい工具の使い方

が重要であることを想起させ、課題に対する興味関心を

引き立てる。 
 

 展
開
①

　２
０
分

（2）グループでの共有活動 
・各自の各工程（けがき・切断・けず

り・穴あけ・くぎ打ち）の写真を参考

に意見を交換・共有し、工具の使い方

について注意点を確認しあう。 
（3）グループ発表のまとめ 
5 つの工程のうちの一つ選択し、クラ

スで発表する準備をする。一つの工

程に偏らないよう、教師が適宜割り

ふる。

〇うまくいかなかったことを写真から確認させ、その結

果については、工具の使い方から、原因を考えさせる。 
さらに、正しい使い方の再確認をさせる。 
 
◇ICT 活用場面１ 

PowerPoint による、製作した作品の写真を用いた小
型ペンスタンド製作のふりかえり。 
（B4：表現・製作）

課題：各工程での工具の使い方を確認しよう

各工程での工具の使い方についての、PowerPoint
の共同編集による相互の意見交換。 
（C2：協働での意見交換）



 展
開
②

　２
０
分

（4）発表 
・Teams にグループのまとめを投稿

して、まとめをクラス全体で共有す

る。 
 
 
 
 
 
 
 

●正しい工具の使い方の理解を通して、木材の加工の技

術について、理解している。【知識・技能】【思考・判断】 
 
〇工程順に発表していく。グループで発表がされなかっ

た工具の使い方については、発表グループ外から発言さ

せ、補足する。 
 
◇ICT 活用場面２ 

 ま
と
め

　５
分

（5）本時のまとめ 
・本時で学んだ、各工程での工具の使

い方の振り返りと、今後のマルチラ

ックの製作における各自の目標を考

える。 
 
 

〇次時に製作するマルチラックのイメージ図などを見

せ、今後の活動意欲を高める。 
 
◇ICT 活用場面３ 

各班での、PowerPoint を活用した発表。 
（C１：発表や話し合い） 
（B4：表現・製作）

マルチラックのイメージ図から、工具の使い方の

考えを深めさせる。 
（B３：思考を深める学習）



特別支援学級　１０組　自立活動　学習指導案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　令和６年７月１１日（木）４校時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　男子６名　女子０名　計６名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　川嶋　航（T１） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮﨑　能暉（T２） 

１　単元名　「Skill Up Challenge ～様々な課題に挑戦しよう～」 
 
２　本時の指導計画 

（１） 本時のねらい 

・自分で課題を選び、取り組むことができる 

・自分からコミュニケーションを取ることができる 

 
（２）本時の研究主題との関わり 
 
 

ICT 活用場面１ 
 
 
 

 
活動内容と流れが常に確認できるよ

うにし、残り時間が視覚的にわかる

ようにすることで、見通しを持ちや

すくなることが期待できる。 
 
 
 
 
 
 

ICT 活用場面２ 
 
 
 

Keynote や PDF、動画による教材を用い

ることで、紙媒体では難しい視覚トレーニ

ングをはじめとした多面的な学習を期待で

きる。 
 
 
 
 

研究主題　学校 ICT を活用し、主体的に学習に取り組む生徒の育成

大型モニターとプレゼンテーションソフトで時間と授業の流れを提示し、生徒が見通しを持っ

て活動に取り組めるようにする。（A１） 

AirDrop を用いて生徒教員間で視覚教材などをやりとりし、各生徒の実態に応じた学習ができ

るようにする。（B１・B３）



（３）本時の展開 
 時 学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　　◇ICT 活用場面　　●評価基準【観点】

 導

入 

５ 

分

1挨拶をする。 

2 本時の目標・授業の約束を確認する。

・号令係の号令で、元気な声で挨拶をする。 

・本時の目標・授業の約束を、スクリーンを使って確認する。 

○はっきりと目標・約束を話すことができるように、言葉がけ

をする。

 展

開 

３

８ 

分

3全体課題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

4 個別課題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

5 個別課題の評価 

・担任の先生のところへ行き、学習し

た内容を伝える。 

・スタンプを貰う。 

 

6 選択課題に取り組む。

・本時の全体課題「コグトレ体操」に取り組む。 

◇ICT 活用場面１ 
 

 

 

 

 

○個別課題に必要な物を準備して、課題に取り組む。教室の物

を使う場合は、許可を取ってから借りる。 

◇ICT 活用場面２ 
 

 

 

 

 

・「お願いします」と一言言う、スタンプを押しやすい向き 

　にして出すことを意識できるように言葉がけをする。 

○生徒の取り組みを評価し、肯定的な言葉がけをする。 

 

 

・取り組む課題を決めて、選択課題に取り組む。 

・課題を貰うとき、チェックをしてもらうときに自分から 

コミュニケーションが取れるように言葉がけをする。 

○教室内で学習編・生活編のサポートをする（T１）。 

○オープンスペースで運動編のサポートをする（T２）。 

●自分で課題を選び、取り組むことができる 
●自分からコミュニケーションを取ることができる

 終

末 

７ 

分

7振り返りを記入する。 

 

 

 

8 振り返りを発表する。 

 

9 教師の話を聞く。 

 

10 挨拶をする。

・自己評価カードに本時の振り返りを記入する。 

○本時の学習を振り返ることができるように、学習内容や 

頑張っていたことを伝える（T１・T２）。 

 

・担任の先生に対して、振り返りの内容を発表する。 

 

・本時の取り組みを評価し、次時以降の意欲につなげる。 

 

・号令係の号令で、元気な声で挨拶をする。

大型モニターとプレゼンテーションソフトで時間と授業の

流れを提示し、生徒が見通しを持って活動に取り組めるよ

うにする。（A１） 

AirDrop を用いて生徒教員間で視覚教材などをやりとり

し、各生徒の実態に応じた学習ができるようにする。（B

１・B３）


